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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムでユーザ機器が下りリンク信号を受信するための方法において、
　上位層シグナリングを介して半持続的スケジューリング（Ｓｅｍｉ　Ｐｅｒｓｉｓｔｅ
ｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ：ＳＰＳ）－物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）に対する
複数のパラメータ集合を受信するステップと、
　前記ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨを構成する下りリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信するステップ
と、
　前記複数のパラメータ集合の内の一つのパラメータ集合を用いて前記ＳＰＳ－ＰＤＳＣ
Ｈを復号するステップと、を含み、
　復号に用いる前記パラメータ集合は、復号に用いるパラメータ集合を示す指示子が前記
下りリンク制御情報に含まれるか否かに基づいて決定される、
下りリンク信号受信方法。
【請求項２】
　前記複数のパラメータ集合のそれぞれは、下りリンクデータチャネルの開始シンボル位
置に関する情報を含む、請求項１に記載の下りリンク信号受信方法。
【請求項３】
　前記複数のパラメータ集合のそれぞれは、特定参照信号と関連したＲＥ（ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）マッピングパターン情報を含む、請求項１に記載の下りリンク信
号受信方法。
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【請求項４】
　前記ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨがＭＢＳＦＮ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　
ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）サブフレームで受信される場合、
　前記下りリンクデータチャネルの開始シンボル位置は、前記ＭＢＳＦＮサブフレームの
下りリンクデータチャネルの開始シンボル位置に制約される、請求項１に記載の下りリン
ク信号受信方法。
【請求項５】
　前記ユーザ機器は送信モード１０と設定された、請求項１に記載の下りリンク信号受信
方法。
【請求項６】
　前記ユーザ機器は、少なくとも２つのｅＮＢから下りリンク信号を受信するように設定
される、請求項１に記載の下りリンク信号受信方法。
【請求項７】
　半持続的スケジューリングを構成する新しいＤＣＩが受信されるまで、前記パラメータ
集合を用いて、前記下りリンクデータチャネルを復号するステップをさらに含む、請求項
１に記載の下りリンク信号受信方法。
【請求項８】
　無線通信システムにおいて下りリンク制御信号を受信するように構成されたユーザ機器
であって、
　無線周波数（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ：ＲＦ）ユニットと、
　前記ＲＦユニットを制御するように構成されたプロセッサと、
を備え、
　前記プロセッサは、上位層シグナリングを介して半持続的スケジューリング（Ｓｅｍｉ
　Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ：ＳＰＳ）－物理ＤＬ共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）のための複数のパラメータ集合を受信し、前記ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨを構成する
下りリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信し、前記複数のパラメータ集合の中の１つのパラメ
ータ集合を用いて前記ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨを復号するように構成され、
　復号に用いる前記パラメータ集合は、復号に用いるパラメータ集合を示す指示子が前記
下りリンク制御情報に含まれるか否かに基づいて決定される、
ユーザ機器。
【請求項９】
　前記複数のパラメータ集合のそれぞれは、下りリンクデータチャネルの開始シンボル位
置に関する情報を含む、請求項８に記載のユーザ機器。
【請求項１０】
　前記複数のパラメータ集合のそれぞれは、特定参照信号と関連したＲＥ（ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）マッピングパターン情報を含む、請求項８に記載のユーザ機器。
【請求項１１】
　前記ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨがＭＢＳＦＮ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　
ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）サブフレームで受信される場合、
　前記下りリンクデータチャネルの開始シンボル位置は、前記ＭＢＳＦＮサブフレームの
下りリンクデータチャネルの開始シンボル位置に制約される、請求項８に記載のユーザ機
器。
【請求項１２】
　前記ユーザ機器は送信モード１０と設定された、請求項８に記載のユーザ機器。
【請求項１３】
　前記ユーザ機器は、少なくとも２つのｅＮＢから下りリンク信号を受信するように設定
された、請求項８に記載のユーザ機器。
【請求項１４】
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　前記プロセッサは、
　半持続的スケジューリングを構成する新しいＤＣＩが受信されるまで、前記パラメータ
集合を用いて前記下りリンクデータチャネルを復号するように構成された、請求項８に記
載のユーザ機器。
【請求項１５】
　半持続的スケジューリングを構成する前記ＤＣＩが、復号に用いられる前記パラメータ
集合を示す指示子を含む場合に、前記指示子に指示される前記パラメータ集合を用いて前
記ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨを復号するステップを更に含む、請求項１に記載の下りリンク信号
受信方法。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、
　半持続的スケジューリングを構成する前記ＤＣＩが、復号に用いられる前記パラメータ
集合を示す指示子を含む場合に、前記指示子に指示される前記パラメータ集合を用いて前
記ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨを復号するようにさらに構成された、請求項８に記載のユーザ機器
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関し、特に、無線通信システムにおいて下りリンク制御
信号を受信又は送信するための方法及びそのための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　機器間(Ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ、Ｍ２Ｍ)通信と、高いデータ送信量を
要求するスマートフォン、タブレットＰＣなどの様々な装置及び技術が出現及び普及され
ている。これに伴い、セルラー網で処理されることが要求されるデータ量も急増している
。このように急増しているデータ処理要求量を満たすために、より多い周波数帯域を効率
的に使用するための搬送波集成（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）技術、認知
無線（ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　ｒａｄｉｏ）技術などと、限定された周波数内で送信される
データ容量を増大させるための多重アンテナ技術、多重基地局協調技術などが発展してい
る。また、ユーザ機器がその周辺でアクセスできるノードの密度が高くなる方向に通信環
境が進展している。ノードとは、１つ以上のアンテナを有しており、ユーザ機器と無線信
号を送信／受信できる固定した地点（ｐｏｉｎｔ）のことをいう。高い密度のノードを有
する通信システムは、ノード間の協調によってより高い性能の通信サービスをユーザ機器
に提供することができる。
【０００３】
　複数のノードで同一の時間－周波数リソースを用いてユーザ機器と通信を行う多重ノー
ド協調通信方式は、各ノードが独立した基地局として動作して相互協調無しでユーザ機器
と通信を行う既存の通信方式に比べて、データ処理量において格段に優れた性能を示す。
【０００４】
　多重ノードシステムは、各ノードが、基地局、アクセスポイント、アンテナ、アンテナ
グループ、無線リモートヘッド（ｒａｄｉｏ　ｒｅｍｏｔｅ　ｈｅａｄ、ＲＲＨ）、無線
リモートユニット（ｒａｄｉｏ　ｒｅｍｏｔｅ　ｕｎｉｔ、ＲＲＵ）として動作する、複
数のノードを用いて協調通信を行う。アンテナが基地局に集中して位置している既存の中
央集中型アンテナシステムと違い、一般に、多重ノードシステムでは複数のノードが一定
間隔以上で離れて位置する。複数のノードは、各ノードの動作を制御したり、各ノードを
介して送／受信されるデータをスケジューリングしたりする１つ以上の基地局或いは基地
局コントローラ（ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）によって管理することができる。各ノードは、
当該ノードを管理する基地局或いは基地局コントローラとケーブル或いは専用回線（ｄｅ
ｄｉｃａｔｅｄ　ｌｉｎｅ）で接続される。
【０００５】
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　このような多重ノードシステムは、分散したノードが同時に異なったストリームを送／
受信して単一又は複数のユーザ機器と通信できるという点で、一種のＭＩＭＯ（ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅ　ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）システムと見なすことができ
る。ただし、多重ノードシステムは様々な位置に分散しているノードを用いて信号を送信
するため、既存の中央集中型アンテナシステムに備えられたアンテナに比べて、各アンテ
ナがカバーすべき送信領域が縮減する。そのため、中央集中型アンテナシステムにおいて
ＭＩＭＯ技術を具現した既存システムに比べて、多重ノードシステムでは、各アンテナが
信号を送信するために必要とする送信電力を減少させることができる。また、アンテナと
ユーザ機器間の送信距離が短縮するため、経路損失が減少し、データの高速送信が可能に
なる。これによって、セルラーシステムの送信容量及び電力効率を増大させることができ
、セル内のユーザ機器の位置に関係なく、相対的に均一な品質の通信性能を保障すること
ができる。また、多重ノードシステムでは、複数のノードに接続した基地局或いは基地局
コントローラがデータ送信／受信に協調するため、送信過程で発生する信号損失が減少す
る。また、一定の距離以上で離れて位置したノード同士がユーザ機器と協調通信を行う場
合、アンテナ間の相関度（ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）及び干渉が軽減することとなる。し
たがって、多重ノード協調通信方式によれば、高い信号対雑音比（ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　
ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ－ｐｌｕｓ－ｎｏｉｓｅ　ｒａｔｉｏ、ＳＩＮＲ）が得られる
。
【０００６】
　このような多重ノードシステムの特長から、次世代移動通信システムにおいて基地局増
設費用とバックホール（ｂａｃｋｈａｕｌ）網の保守費用を削減すると同時に、サービス
カバレッジの拡大とチャネル容量及びＳＩＮＲの向上のために、多重ノードシステムが、
既存の中央集中型アンテナシステムと併せて或いはそれに代えてセルラー通信の新しい基
盤として台頭している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、無線通信システムにおいて下りリンク制御情報を受信又は送信するための方
案を提案する。
【０００８】
　本発明で達成しようとする技術的課題は、上記の技術的課題に制限されず、言及してい
ない他の技術的課題は、以下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識
を有する者には明確に理解されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　無線通信システムでユーザ機器が下りリンク信号を受信するための方法において、上位
層シグナリング又は下りリンク制御チャネルを介して半持続的スケジューリング（Ｓｅｍ
ｉ　Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）関連制御情報を受信するステップと
、前記半持続的スケジューリング関連制御情報に基づいて、半持続的スケジューリングさ
れた下りリンクデータチャネルを復号するステップと、を含み、前記方法は、前記下りリ
ンク制御チャネルを介して受信された下りリンク制御情報が第１下りリンク制御情報（Ｄ
ｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）フォーマットであれば、上
位層シグナリングを介して受信された候補パラメータ集合のうち、あらかじめ決定された
第１パラメータ集合を、前記下りリンクデータチャネルを復号するために用いるステップ
と、前記下りリンク制御チャネルを介して受信された下りリンク制御情報が第２ＤＣＩフ
ォーマットであれば、上位層シグナリングを介して受信された候補パラメータ集合のうち
、前記下りリンク制御情報によって指示される第２パラメータ集合を、前記下りリンクデ
ータチャネルを復号するために用いるステップと、を含むことを特徴とする。
【００１０】
　好適には、前記候補パラメータ集合のそれぞれは、下りリンクデータチャネルの開始シ
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ンボル位置に関する情報を含んでもよい。
【００１１】
　好適には、前記候補パラメータ集合のそれぞれは、特定参照信号と関連したＲＥ（ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）マッピングパターン情報を含んでもよい。
【００１２】
　好適には、前記半持続的スケジューリングされた下りリンクデータチャネルがＭＢＳＦ
Ｎ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｓｅｒｖｉｃｅ
　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）サブフレームで受信される場合
、前記下りリンクデータチャネルの開始シンボル位置は、前記ＭＢＳＦＮサブフレームの
下りリンクデータチャネルの開始シンボル位置に制約されてもよい。
【００１３】
　好適には、前記ユーザ機器は送信モード１０と設定されてもよい。
【００１４】
　好適には、前記ユーザ機器は、少なくとも２つのｅＮＢから下りリンク信号を受信する
ように設定されてもよい。
【００１５】
　好適には、新しい半持続的スケジューリング関連情報が受信されるまで、前記第１パラ
メータ集合又は前記第２パラメータ集合を前記下りリンクデータチャネルを復号するため
に用いるステップを含んでもよい。
【００１６】
　本発明の他の実施例に係る、無線通信システムにおいて下りリンク制御信号を受信する
ように構成されたユーザ機器であって、無線周波数（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ；
ＲＦ）ユニットと、前記ＲＦユニットを制御するように構成されたプロセッサと、を備え
、前記プロセッサは、上位層シグナリング又は下りリンク制御チャネルを介して半持続的
スケジューリング（Ｓｅｍｉ　Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）関連制御
情報を受信し、前記半持続的スケジューリング関連制御情報に基づいて、半持続的スケジ
ューリングされた下りリンクデータチャネルを復号するように構成され、前記プロセッサ
は、前記下りリンク制御チャネルを介して受信された下りリンク制御情報が第１下りリン
ク制御情報（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）フォーマッ
トであれば、上位層シグナリングを介して受信された候補パラメータ集合のうち、あらか
じめ決定された第１パラメータ集合を、前記下りリンクデータチャネルを復号するために
用いるように構成され、前記下りリンク制御チャネルを介して受信された下りリンク制御
情報が第２ＤＣＩフォーマットであれば、上位層シグナリングを介して受信された候補パ
ラメータ集合のうち、前記下りリンク制御情報によって指示される第２パラメータ集合を
、前記下りリンクデータチャネルを復号するために用いるように構成されたことを特徴と
する。
【００１７】
　好適には、前記候補パラメータ集合のそれぞれは、下りリンクデータチャネルの開始シ
ンボル位置に関する情報を含んでもよい。
【００１８】
　好適には、前記候補パラメータ集合のそれぞれは、特定参照信号と関連したＲＥ（ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）マッピングパターン情報を含んでもよい。
【００１９】
　好適には、前記半持続的スケジューリングされた下りリンクデータチャネルがＭＢＳＦ
Ｎ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｓｅｒｖｉｃｅ
　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）サブフレームで受信される場合
、前記下りリンクデータチャネルの開始シンボル位置は、前記ＭＢＳＦＮサブフレームの
下りリンクデータチャネルの開始シンボル位置に制約されてもよい。
【００２０】
　好適には、前記ユーザ機器は送信モード１０と設定されてもよい。
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【００２１】
　好適には、前記ユーザ機器は、少なくとも２つのｅＮＢから下りリンク信号を受信する
ように設定されてもよい。
【００２２】
　好適には、前記プロセッサは、新しい半持続的スケジューリング関連情報が受信される
まで、前記第１パラメータ集合又は前記第２パラメータ集合を前記下りリンクデータチャ
ネルを復号するために用いるように構成されてもよい。
【００２３】
　以上の課題解決方法は、本発明の実施例の一部に過ぎず、本願発明の技術的特徴が反映
された様々な実施例が、当該技術の分野における通常の知識を有する者によって、以下に
詳述する本発明の詳細な説明に基づいて導出され、理解されるであろう。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の実施例によれば、無線通信システムにおいて下りリンク制御情報を效率的に送
受信することができる。
【００２５】
　本発明から得られる効果は、以上に言及した効果に制限されず、言及していない他の効
果は、以下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者に明確
に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】無線通信システムで用いられる無線フレーム構造の一例を示す図である。
【図２】無線通信システムで下りリンク／上りリンク（ＤＬ／ＵＬ）スロット構造の一例
を示す図である。
【図３】３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムで用いられる下りリンク（ｄｏｗｎｌｉ
ｎｋ、ＤＬ）サブフレーム構造を例示する図である。
【図４】３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムで用いられる上りリンク（ｕｐｌｉｎｋ
、ＵＬ）サブフレーム構造の一例を示す図である。
【図５】ＥＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏ
ｎｔｏｒｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を示す図である。
【図６】複数の端末のためのＥＰＤＣＣＨを多重化する方法を例示する図である。
【図７】搬送波集成（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ：ＣＡ）技法を説明する
概念図である。
【図８】交差搬送波スケジューリング技法が適用される例を示す図である。
【図９】ＣｏＭＰ集成から結合送信（Join Transmission:ＪＴ)をＵＥが受信できるよう
にするための無線通信システムを示す概念図である。
【図１０】上記の実施形態にしたがってＳＰＳスケジュールされたＰＤＳＣＨ（以下、Ｓ
ＰＳ－ＰＤＳＣＨという。）の開始シンボル位置を決定するための方法を示す概念図であ
る。
【図１１】ＳＰＳ構成のＵＥが少なくとも２つのＥＰＤＣＣＨ関連パラメータを受信する
時、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置を決定する方法を示す概念図である。
【図１２】本発明の実施例を具現するための装置のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本発明に関する理解を助けるために詳細な説明の一部として含まれる添付の図面は、本
発明に関する実施例を提供し、詳細な説明と共に本発明の技術的思想を説明する。
　以下、本発明に係る好適な実施の形態を添付の図面を参照して詳しく説明する。添付の
図面と共に以下に開示される詳細な説明は、本発明の例示的な実施の形態を説明するため
のもので、本発明を実施できる唯一の実施の形態を示すためのものではない。以下の詳細
な説明は、本発明の完全な理解を提供するために具体的な細部事項を含む。しかし、この
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ような具体的な細部事項無しにも本発明を実施可能であるということが当業者には理解で
きる。
【００２８】
　場合によって、本発明の概念が曖昧になることを避けるために、公知の構造及び装置が
省略されることもあり、各構造及び装置の核心機能を中心にしたブロック図の形式で図示
されることもある。また、本明細書全体を通じて同一の構成要素には同一の図面符号を付
して説明する。
【００２９】
　本発明において、ユーザ機器（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）は、固定してい
ても、移動性を有していてもよいもので、基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ：ＢＳ）と
通信してユーザデータ及び／又は各種制御情報を送受信する各種機器を含む。ＵＥを、端
末（Ｔｅｒｍｉｎａｌ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）
、ＭＴ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＵＴ（Ｕｓｅｒ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、Ｓ
Ｓ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、無線機器（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｄｅｖｉｃ
ｅ）、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、無線モデム
（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｍｏｄｅｍ）、携帯機器（ｈａｎｄｈｅｌｄ　ｄｅｖｉｃｅ）など
と呼ぶこともできる。また、本発明において、ＢＳは一般に、ＵＥ及び／又は他のＢＳと
通信する固定局（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）を意味し、ＵＥ及び他のＢＳと通信して
各種データ及び制御情報を交換する。ＢＳを、ＡＢＳ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｂａｓｅ　Ｓ
ｔａｔｉｏｎ）、ＮＢ（Ｎｏｄｅ－Ｂ）、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ－ＮｏｄｅＢ）、ＢＴ
Ｓ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、アクセスポイント（Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）、ＰＳ（Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｓｅｒｖｅｒ）などと呼ぶこともで
きる。以下の本発明に関する説明てば、ＢＳをｅＮＢと総称する。
【００３０】
　本発明でいうノード（ｎｏｄｅ）とは、ＵＥと通信して無線信号を送信／受信できる固
定した地点（ｐｏｉｎｔ）を指す。様々な形態のｅＮＢをその名称にかかわらずノードと
して用いることができる。例えば、ＢＳ、ＮＢ、ｅＮＢ、ピコ－セルｅＮＢ（ＰｅＮＢ）
、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）、リレー、リピータなどをノードとすることができる。また
、ノードは、ｅＮＢでなくてもよい。例えば、無線リモートヘッド（ｒａｄｉｏ　ｒｅｍ
ｏｔｅ　ｈｅａｄ、ＲＲＨ）、無線リモートユニット（ｒａｄｉｏ　ｒｅｍｏｔｅ　ｕｎ
ｉｔ、ＲＲＵ）であってもよい。ＲＲＨ、ＲＲＵなどは一般にｅＮＢの電力レベル（ｐｏ
ｗｅｒ　ｌｅｖｅｌ）よりも低い電力レベルを有する。ＲＲＨ或いはＲＲＵ（以下、ＲＲ
Ｈ／ＲＲＵ）は一般に、光ケーブルなどの専用回線（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｌｉｎｅ）で
ｅＮＢに接続されており、よって、一般に無線回線で接続されているｅＮＢによる協調通
信に比べて、ＲＲＨ／ＲＲＵとｅＮＢによる協調通信を円滑に行うことができる。１つの
ノードには少なくとも１つのアンテナが設置される。このアンテナは、物理アンテナを意
味することもでき、アンテナポート、仮想アンテナ、又はアンテナグループを意味するこ
ともできる。ノードは、ポイント（ｐｏｉｎｔ）と呼ばれることもある。アンテナが基地
局に集中して位置して１つのｅＮＢコントローラ（ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）によって制御
される既存の（ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ）中央集中型アンテナシステム（ｃｅｎｔｒａ
ｌｉｚｅｄ　ａｎｔｅｎｎａ　ｓｙｓｔｅｍ、ＣＡＳ）（すなわち、単一ノードシステム
）と違い、多重ノードシステムにおいて複数のノードは一般に一定間隔以上で離れて位置
する。これらの複数のノードは、各ノードの動作を制御したり、各ノードを通して送／受
信されるデータをスケジューリング（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）する１つ以上のｅＮＢ或い
はｅＮＢコントローラによって管理することができる。各ノードは、当該ノードを管理す
るｅＮＢ或いはｅＮＢコントローラとケーブル（ｃａｂｌｅ）或いは専用回線（ｄｅｄｉ
ｃａｔｅｄ　ｌｉｎｅ）で接続することができる。多重ノードシステムにおいて、複数の
ノードへの／からの信号送信／受信には、同一のセル識別子（ｉｄｅｎｔｉｔｙ、ＩＤ）
が用いられてもよく、異なるセルＩＤが用いられてもよい。複数のノードが同一のセルＩ
Ｄを有すると、これら複数のノードのそれぞれは、１つのセルにおける一部のアンテナ集
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団のように動作する。多重ノードシステムにおいてノードが互いに異なるセルＩＤを有す
ると、このような多重ノードシステムを多重セル（例えば、マクロ－セル／フェムト－セ
ル／ピコ－セル）システムと見なすことができる。複数のノードのそれぞれが形成した多
重セルがカバレッジによってオーバーレイ（ｏｖｅｒｌａｙ）する形態で構成されると、
これらの多重セルが形成したネットワークを特に多重－階層（ｍｕｌｔｉ－ｔｉｅｒ）ネ
ットワークと呼ぶ。ＲＲＨ／ＲＲＵのセルＩＤとｅＮＢのセルＩＤは同一であっても、異
なってもよい。ＲＲＨ／ＲＲＵとｅＮＢが互いに異なるセルＩＤを用いる場合、ＲＲＨ／
ＲＲＵとｅＮＢはいずれも独立した基地局として動作する。
【００３１】
　以下に説明する本発明の多重ノードシステムにおいて、複数のノードに接続した１つ以
上のｅＮＢ或いはｅＮＢコントローラが、上記複数のノードの一部又は全てを介してＵＥ
に同時に信号を送信或いは受信するように上記複数のノードを制御することができる。各
ノードの実体、各ノードの具現の形態などによって、多重ノードシステム間には差異点が
あるが、複数のノードが共に所定時間－周波数リソース上でＵＥに通信サービスを提供す
るために参加するという点で、これらの多重ノードシステムは単一ノードシステム（例え
ば、ＣＡＳ、従来のＭＩＭＯシステム、従来の中継システム、従来のリピータシステムな
ど）と異なる。そのため、複数のノードの一部又は全てを用いてデータ協調送信を行う方
法に関する本発明の実施例は、種々の多重ノードシステムに適用可能である。例えば、ノ
ードとは、通常、他のノードと一定間隔以上で離れて位置しているアンテナグループを指
すが、後述する本発明の実施例は、ノードが間隔にかかわらずに任意のアンテナグループ
を意味する場合にも適用可能である。例えば、Ｘ－ｐｏｌ（Ｃｒｏｓｓ　ｐｏｌａｒｉｚ
ｅｄ）アンテナを備えたｅＮＢの場合、該ｅＮＢが、Ｈ－ｐｏｌアンテナで構成されたノ
ードとＶ－ｐｏｌアンテナで構成されたノードを制御すると見なし、本発明の実施例を適
用することができる。
【００３２】
　複数の送信（Ｔｘ）／受信（Ｒｘ）ノードを介して信号を送信／受信したり、複数の送
信／受信ノードから選択された少なくとも１つのノードを介して信号を送信／受信したり
、下りリンク信号を送信するノードと上りリンク信号を受信するノードとを別にし得る通
信技法を、多重－ｅＮＢ ＭＩＭＯ又はＣｏＭＰ（Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｍｕｌｔｉ
－Ｐｏｉｎｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ／ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）という。このようなノ
ード間協調通信のうち、協調送信技法は、ＪＰ（ｊｏｉｎｔ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）と
スケジューリング協調（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ）とに区別で
きる。前者はＪＴ（ｊｏｉｎｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）／ＪＲ（ｊｏｉｎｔ　ｒｅ
ｃｅｐｔｉｏｎ）とＤＰＳ（ｄｙｎａｍｉｃ　ｐｏｉｎｔ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）とに区
別し、後者はＣＳ（ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）とＣＢ（ｃｏｏｒ
ｄｉｎａｔｅｄ　ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）とに区別できる。ＤＰＳは、ＤＣＳ（ｄｙｎ
ａｍｉｃ　ｃｅｌｌ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）と呼ぶこともできる。他の協調通信技法に比
べて、ノード間協調通信技法のうちのＪＰを行うとき、より様々な通信環境を形成するこ
とができる。ＪＰにおいて、ＪＴは、複数のノードが同一のストリームをＵＥに送信する
通信技法をいい、ＪＲは、複数のノードが同一のストリームをＵＥから受信する通信技法
をいう。当該ＵＥ／ｅＮＢは、上記複数のノードから受信した信号を合成して上記ストリ
ームを復元する。ＪＴ／ＪＲでは、同一のストリームが複数のノードから／に送信される
ため、送信ダイバーシティ（ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）によって信号送信の信頼度を向上させ
ることができる。ＪＰのＤＰＳは、複数のノードから特定規則によって選択された１つの
ノードを介して信号が送信／受信される通信技法をいう。ＤＰＳでは、通常、ＵＥとノー
ド間のチャネル状態の良いノードが通信ノードとして選択されるはずであるため、信号送
信の信頼度を向上させることができる。
【００３３】
　一方、本発明でいうセル（ｃｅｌｌ）とは、１つ以上のノードが通信サービスを提供す
る一定の地理的領域をいう。そのため、本発明で特定セルと通信するということは、特定
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セルに通信サービスを提供するｅＮＢ或いはノードと通信することを意味できる。また、
特定セルの下りリンク／上りリンク信号は、該特定セルに通信サービスを提供するｅＮＢ
或いはノードからの／への下りリンク／上りリンク信号を意味する。ＵＥに上り／下りリ
ンク通信サービスを提供するセルを特にサービングセル（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃｅｌｌ）と
いう。また、特定セルのチャネル状態／品質は、該特定セルに通信サービスを提供するｅ
ＮＢ或いはノードとＵＥ間に形成されたチャネル或いは通信リンクのチャネル状態／品質
を意味する。３ＧＰＰ ＬＴＥ－Ａベースのシステムにおいて、ＵＥは、特定ノードから
の下りリンクチャネル状態を、上記特定ノードのアンテナポートが上記特定ノードに割り
当てられたＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）リソース上で送信するＣＳＩ－ＲＳを用いて測定するこ
とができる。一般に、隣接したノードは、互いに直交するＣＳＩ－ＲＳリソース上で該当
のＣＳＩ－ＲＳリソースを送信する。ＣＳＩ－ＲＳリソースが直交するということは、Ｃ
ＳＩ－ＲＳを運ぶシンボル及び副搬送波を特定するＣＳＩ－ＲＳリソース構成（ｒｅｓｏ
ｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）、サブフレームオフセット（ｏｆｆｓｅｔ）及
び送信周期（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｐｅｒｉｏｄ）などによってＣＳＩ－ＲＳが割
り当てられたサブフレームを特定するサブフレーム構成（ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎ）、ＣＳＩ－ＲＳシーケンスのうちの少なくとも１つが互いに異なるこ
とを意味する。
【００３４】
　本発明において、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
　ＣＨａｎｎｅｌ）／ＰＣＦＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ
　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ＣＨａｎｎｅｌ）／ＰＨＩＣＨ（（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｈｙｂｒ
ｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｔｒａｎｓｍｉｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏ
ｒ　ＣＨａｎｎｅｌ）／ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅ
ｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）はそれぞれ、ＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ）／ＣＦＩ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）／
下りリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫ（ＡＣＫｎｏｗｌｅｇｅｍｅｎｔ／Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣ
Ｋ）／下りリンクデータを運ぶ時間－周波数リソースの集合或いはリソース要素の集合を
意味する。また、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨ
ａｎｎｅｌ）／ＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎ
ｎｅｌ）／ＰＲＡＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　ＣＨａｎｎｅ
ｌ）はそれぞれ、ＵＣＩ（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）／
上りリンクデータ／ランダムアクセス信号を運ぶ時間－周波数リソースの集合或いはリソ
ース要素の集合を意味する。本発明では、特に、ＰＤＣＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ／ＰＨＩＣＨ
／ＰＤＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨ／ＰＲＡＣＨに割り当てられたり、又はそれに属
した時間－周波数リソース或いはリソース要素（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ、Ｒ
Ｅ）をそれぞれ、ＰＤＣＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ／ＰＨＩＣＨ／ＰＤＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ／Ｐ
ＵＳＣＨ／ＰＲＡＣＨ ＲＥ又はＰＤＣＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ／ＰＨＩＣＨ／ＰＤＳＣＨ／
ＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨ／ＰＲＡＣＨリソースと呼ぶ。以下でユーザ機器がＰＵＣＣＨ／
ＰＵＳＣＨ／ＰＲＡＣＨを送信するという表現は、それぞれ、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ／
ＰＲＡＣＨ上で或いは介して上りリンク制御情報／上りリンクデータ／ランダムアクセス
信号を送信するという表現と同じ意味で使われる。また、ｅＮＢがＰＤＣＣＨ／ＰＣＦＩ
ＣＨ／ＰＨＩＣＨ／ＰＤＳＣＨを送信するという表現は、それぞれ、ＰＤＣＣＨ／ＰＣＦ
ＩＣＨ／ＰＨＩＣＨ／ＰＤＳＣＨ上で或いは介して下りリンクデータ／制御情報を送信す
るという表現と同じ意味で使われる。
【００３５】
　図１は、無線通信システムで用いられる無線フレーム構造の一例を示す図である。特に
、図１（ａ）は、３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムで用いられる周波数分割デュプ
レックス（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ、ＦＤＤ）用フレーム
構造を示しており、図１（ｂ）は、３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムで用いられる
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時分割デュプレックス（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ、ＴＤＤ）用フレー
ム構造を示している。
【００３６】
　図１を参照すると、３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムで用いられる無線フレーム
は、１０ｍｓ（３０７２００Ｔs）の長さを有し、１０個の均等なサイズのサブフレーム
（ｓｕｂｆｒａｍｅ、ＳＦ）で構成される。1無線フレームにおける１０個のサブフレー
ムにはそれぞれ番号を与えることができる。ここで、Ｔsは、サンプリング時間を表し、
Ｔs＝１／（２０４８＊１５ｋＨｚ）で表示される。それぞれのサブフレームは、１ｍｓ
の長さを有し、２個のスロットで構成される。1無線フレームにおいて２０個のスロット
には０から１９までの番号を順次与えることができる。それぞれのスロットは０．５ｍｓ
の長さを有する。１サブフレームを送信するための時間は、送信時間間隔（ｔｒａｎｓｍ
ｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ、ＴＴＩ）と定義される。時間リソースは、
無線フレーム番号（或いは、無線フレームインデックスともいう）、サブフレーム番号（
或いは、サブフレームインデックスともいう）、スロット番号（或いは、スロットインデ
ックスともいう）などによって区別することができる。
【００３７】
　無線フレームは、デュプレックス（ｄｕｐｌｅｘ）技法によって別々に設定（ｃｏｎｆ
ｉｇｕｒｅ）することができる。例えば、ＦＤＤにおいて、下りリンク送信及び上りリン
ク送信は周波数によって区別されるため、無線フレームは特定周波数帯域に対して下りリ
ンクサブフレーム又は上りリンクサブフレームのいずれか１つのみを含む。ＴＤＤでは下
りリンク送信及び上りリンク送信が時間によって区別されるため、特定周波数帯域に対し
て無線フレームは下りリンクサブフレームも上りリンクサブフレームも含む。
【００３８】
　表１は、ＴＤＤで、無線フレームにおけるサブフレームのＤＬ－ＵＬ構成（ｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎ）を例示するものである。
【００３９】
【表１】

【００４０】
　表１で、Ｄは下りリンクサブフレームを、Ｕは上りリンクサブフレームを、Ｓは特異（
ｓｐｅｃｉａｌ）サブフレームを表す。特異サブフレームは、ＤｗＰＴＳ（Ｄｏｗｎｌｉ
ｎｋ　Ｐｉｌｏｔ　ＴｉｍｅＳｌｏｔ）、ＧＰ（Ｇｕａｒｄ　Ｐｅｒｉｏｄ）、ＵｐＰＴ
Ｓ（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐｉｌｏｔ　ＴｉｍｅＳｌｏｔ）の３つのフィールドを含む。ＤｗＰ
ＴＳは、下りリンク送信のために留保される時間区間であり、ＵｐＰＴＳは上りリンク送
信のために留保される時間区間である。表２は、特異サブフレーム構成を例示するもので
ある。
【００４１】
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【００４２】
　図２は、無線通信システムにおいて下りリンク／上りリンク（ＤＬ／ＵＬ）スロット構
造の一例を示す図である。特に、図２は、３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムのリソ
ース格子（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｇｒｉｄ）の構造を示す。アンテナポート当たりに１個の
リソース格子がある。
【００４３】

【数１】

【００４４】
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【数２】

【００４５】

【数３】

【００４６】
　１サブフレームにおいてＮＲＢ

ＳＣ個の連続した同一副搬送波を占有しながら、当該サ
ブフレームにおける２個のスロットのそれぞれに１個ずつ位置する２個のＲＢを物理リソ
ースブロック（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ、ＰＲＢ）対（ｐａｉ
ｒ）という。ＰＲＢ対を構成する２個のＲＢは、同一のＰＲＢ番号（或いは、、ＰＲＢイ
ンデックスともいう）を有する。ＶＲＢは、リソース割当のために導入された一種の論理
的リソース割当単位である。ＶＲＢはＰＲＢと同じサイズを有する。ＶＲＢをＰＲＢにマ
ップする方式によって、ＶＲＢは、局部（ｌｏｃａｌｉｚｅｄ）タイプのＶＲＢと分散（
ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ）タイプのＶＲＢとに区別される。局部タイプのＶＲＢはＰＲＢ
に直接マップされて、ＶＲＢ番号（ＶＲＢインデックスともいう）がＰＲＢ番号に直接対
応する。すなわち、ｎPRB＝ｎVRBとなる。局部タイプのＶＲＢには０からＮDL

VRB－１順
に番号が与えられ、ＮDL

VRB＝ＮDL
RBである。したがって、局部マップ方式によれば、同

一のＶＲＢ番号を有するＶＲＢが第１のスロットと第２のスロットにおいて、同一ＰＲＢ
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番号のＰＲＢにマップされる。一方、分散タイプのＶＲＢはインターリービングを経てＰ
ＲＢにマップされる。そのため、同一のＶＲＢ番号を有する分散タイプのＶＲＢは、第１
のスロットと第２のスロットにおいて互いに異なる番号のＰＲＢにマップされることがあ
る。サブフレームの２つのスロットに１個ずつ位置し、同一のＶＲＢ番号を有する２個の
ＰＲＢをＶＲＢ対と称する。
【００４７】
　図３は、３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムで用いられる下りリンク（ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ、ＤＬ）サブフレーム構造を例示する図である。
【００４８】
　図３を参照すると、ＤＬサブフレームは、時間ドメインで制御領域（ｃｏｎｔｒｏｌ　
ｒｅｇｉｏｎ）とデータ領域（ｄａｔａ　ｒｅｇｉｏｎ）とに区別される。図３を参照す
ると、サブフレームの第１のスロットで先頭部における最大３（或いは４）個のＯＦＤＭ
シンボルは、制御チャネルが割り当てられる制御領域に対応する。以下、ＤＬサブフレー
ムでＰＤＣＣＨ送信に利用可能なリソース領域（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｒｅｇｉｏｎ）をＰ
ＤＣＣＨ領域と称する。制御領域に用いられるＯＦＤＭシンボル以外のＯＦＤＭシンボル
は、ＰＤＳＣＨが割り当てられるデータ領域に該当する。以下、ＤＬサブフレームでＰＤ
ＳＣＨ送信に利用可能なリソース領域をＰＤＳＣＨ領域と称する。３ＧＰＰ ＬＴＥで用
いられるＤＬ制御チャネルの例としては、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨなどを
含む。ＰＣＦＩＣＨは、サブフレームの最初のＯＦＤＭシンボルで送信され、サブフレー
ムにおいて制御チャネルの送信に用いられるＯＦＤＭシンボルの個数に関する情報を運ぶ
。ＰＨＩＣＨは、ＵＬ送信に対する応答としてＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔ
ｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｍｅｎ
ｔ／ｎｅｇａｔｉｖｅ－ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｍｅｎｔ）信号を運ぶ。
【００４９】
　ＰＤＣＣＨを介して送信される制御情報を上りリンク制御情報（ＤＣＩ）と呼ぶ。ＤＣ
Ｉは、ＵＥ又はＵＥグループのためのリソース割当情報及び他の制御情報を含む。例えば
、ＤＣＩは、ＤＬ共有チャネル（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ、Ｄ
Ｌ－ＳＣＨ）の送信フォーマット及びリソース割当情報、ＵＬ共有チャネル（ｕｐｌｉｎ
ｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ、ＵＬ－ＳＣＨ）の送信フォーマット及びリソース割
当情報、ページングチャネル（ｐａｇｉｎｇ　ｃｈａｎｎｅｌ、ＰＣＨ）上のページング
情報、ＤＬ－ＳＣＨ上のシステム情報、ＰＤＳＣＨ上で送信されるランダムアクセス応答
のような上位層（ｕｐｐｅｒ　ｌａｙｅｒ）制御メッセージのリソース割当情報、ＵＥグ
ループ内の個別ＵＥへの送信電力制御命令（Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｏｍ
ｍａｎｄ　Ｓｅｔ）、送信電力制御（Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）
命令、ＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ）の活性化（ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）指示
情報、ＤＡＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ｉｎｄｅｘ）などを含む。Ｄ
Ｌ共有チャネル（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄｃｈａｎｎｅｌ、ＤＬ－ＳＣＨ）の送
信フォーマット（Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｆｏｒｍａｔ）及びリソース割当情報は、ＤＬスケ
ジューリング情報或いはＤＬグラント（ＤＬ　ｇｒａｎｔ）とも呼ばれ、ＵＬ共有チャネ
ル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ、ＵＬ－ＳＣＨ）の送信フォーマット
及びリソース割当情報は、ＵＬスケジューリング情報或いはＵＬグラント（ＵＬ　ｇｒａ
ｎｔ）とも呼ばれる。１つのＰＤＣＣＨが運ぶＤＣＩは、ＤＣＩフォーマットによってそ
のサイズと用途が異なり、符号化率によってそのサイズが異なり得る。現在３ＧＰＰ Ｌ
ＴＥシステムでは、上りリンク用にフォーマット０及び４、下りリンク用にフォーマット
１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄ、２、２Ａ、２Ｂ、２Ｃ、３、３Ａなどの様々なフォーマッ
トが定義されている。ＤＣＩフォーマットのそれぞれの用途に応じて、ホッピングフラグ
、ＲＢ割当（ＲＢ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ）、ＭＣＳ（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｃｏｄｉ
ｎｇｓｃｈｅｍｅ）、ＲＶ（ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｖｅｒｓｉｏｎ）、ＮＤＩ（ｎｅｗ
　ｄａｔａ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＴＰＣ（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｐｏｗｅｒ　ｃｏｎｔ
ｒｏｌ）、循環遷移ＤＭＲＳ（ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔ　ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　
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ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）、ＵＬインデックス、ＣＱＩ（ｃｈａｎｎｅｌ　ｑ
ｕａｌｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）要求、ＤＬ割当インデックス（ＤＬ　ａｓｓｉ
ｇｎｍｅｎｔ　ｉｎｄｅｘ）、ＨＡＲＱプロセスナンバー、ＴＰＭＩ（ｔｒａｎｓｍｉｔ
ｔｅｄ　ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＰＭＩ（ｐｒｅｃ
ｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）情報などの制御情報が適宜選択された
組合せが下りリンク制御情報としてＵＥに送信される。
【００５０】
　一般に、ＵＥに構成された送信モード（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｍｏｄｅ、ＴＭ）
によって当該ＵＥに送信可能なＤＣＩフォーマットが異なる。換言すれば、特定送信モー
ドに構成されたＵＥのためには、いかなるＤＣＩフォーマットを用いてもよいわけではな
く、特定送信モードに対応する一定ＤＣＩフォーマットのみを用いることができる。
【００５１】
　ＰＤＣＣＨは、１つ又は複数の連続した制御チャネル要素（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎ
ｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ、ＣＣＥ）の集成（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）上で送信される。
ＣＣＥは、ＰＤＣＣＨに無線チャネル状態に基づく符号化率（ｃｏｄｉｎｇ　ｒａｔｅ）
を提供するために用いられる論理的割当ユニット（ｕｎｉｔ）である。ＣＣＥは、複数の
リソース要素グループ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ　ｇｒｏｕｐ、ＲＥＧ）に対
応する。例えば、１ ＣＣＥは９個のＲＥＧに対応し、１ ＲＥＧは４個のＲＥに対応する
。３ＧＰＰ ＬＴＥシステムの場合、それぞれのＵＥのためにＰＤＣＣＨが位置してもよ
いＣＣＥセットを定義した。ＵＥが自身のＰＤＣＣＨを発見し得るＣＣＥセットを、ＰＤ
ＣＣＨ探索空間、簡単に探索空間（Ｓｅａｒｃｈ　Ｓｐａｃｅ、ＳＳ）と呼ぶ。探索空間
内でＰＤＣＣＨが送信されてもよい個別リソースをＰＤＣＣＨ候補（ｃａｎｄｉｄａｔｅ
）と呼ぶ。ＵＥがモニタリング（ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ）するＰＤＣＣＨ候補の集合を探
索空間と定義する。３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡシステムでそれぞれのＤＣＩフォーマ
ットのための探索空間は異なるサイズを有してもよく、専用（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ）探索
空間と共通（ｃｏｍｍｏｎ）探索空間とが定義されている。専用探索空間は、ＵＥ－特定
（ｓｐｅｃｉｆｉｃ）探索空間であり、それぞれの個別ＵＥのために構成（ｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ）される。共通探索空間は、複数のＵＥのために構成される。次表３は、
探索空間を定義する集成レベルを例示するものである。
【００５２】
【表３】

【００５３】
　１つのＰＤＣＣＨ候補は、ＣＣＥ集成レベル（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ）
によって１、２、４又は８個のＣＣＥに対応する。ｅＮＢは、探索空間内の任意のＰＤＣ
ＣＨ候補上で実際ＰＤＣＣＨ（ＤＣＩ）を送信し、ＵＥは、ＰＤＣＣＨ（ＤＣＩ）を探す
ために探索空間をモニタリングする。ここで、モニタリングとは、全てのモニタリングさ
れるＤＣＩフォーマットによって当該探索空間内の各ＰＤＣＣＨの復号（ｄｅｃｏｄｉｎ
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ｇ）を試みる（ａｔｔｅｍｐｔ）ことを意味する。ＵＥは、上記複数のＰＤＣＣＨをモニ
タリングし、自身のＰＤＣＣＨを検出することができる。基本的に、ＵＥは、自身のＰＤ
ＣＣＨが送信される位置を知らないことから、毎サブフレームごとに当該ＤＣＩフォーマ
ットの全てのＰＤＣＣＨに対して、自身の識別子を有するＰＤＣＣＨを検出するまで復号
を試みるが、このような過程をブラインド検出（ｂｌｉｎｄ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）（ブ
ラインド復号（ｂｌｉｎｄ　ｄｅｃｏｄｉｎｇ、ＢＤ））という。
【００５４】
　ｅＮＢは、データ領域を通してＵＥ或いはＵＥグループのためのデータを送信すること
ができる。データ領域を通して送信されるデータをユーザデータと呼ぶこともできる。ユ
ーザデータの送信のために、データ領域にはＰＤＳＣＨを割り当てることができる。ＰＣ
Ｈ（Ｐａｇｉｎｇ　ｃｈａｎｎｅｌ）及びＤＬ－ＳＣＨ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ－ｓｈａｒｅ
ｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）は、ＰＤＳＣＨを介して送信される。ＵＥは、ＰＤＣＣＨを介して
送信される制御情報を復号し、ＰＤＳＣＨを介して送信されるデータを読むことができる
。ＰＤＳＣＨのデータがどのＵＥ或いはＵＥグループに送信されるか、上記ＵＥ或いはＵ
ＥグループがどのようにＰＤＳＣＨデータを受信して復号すればよいかなどを示す情報が
ＰＤＣＣＨに含まれて送信される。例えば、特定ＰＤＣＣＨが”Ａ”というＲＮＴＩ（Ｒ
ａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）でＣＲＣ（ｃｙｃ
ｌｉｃ　ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｃｈｅｃｋ）マスキング（ｍａｓｋｉｎｇ）されており
、”Ｂ”という無線リソース（例、周波数位置）及び”Ｃ”という送信形式情報（例、送
信ブロックサイズ、変調方式、コーディング情報など）を用いて送信されるデータに関す
る情報が特定ＤＬサブフレームで送信されると仮定する。ＵＥは、自身の所有しているＲ
ＮＴＩ情報を用いてＰＤＣＣＨをモニタリングし、”Ａ”というＲＮＴＩを有しているＵ
ＥはＰＤＣＣＨを検出し、受信したＰＤＣＣＨの情報によって”Ｂ”と”Ｃ”で示される
ＰＤＳＣＨを受信する。
【００５５】
　ＵＥがｅＮＢから受信した信号を復調するには、データ信号と比較する参照信号（ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ、ＲＳ）が必要である。参照信号とは、ｅＮＢがＵＥに或
いはＵＥがｅＮＢに送信する、ｅＮＢとＵＥが互いに知っている、予め定義された特別な
波形の信号を意味し、パイロット（ｐｉｌｏｔ）とも呼ばれる。参照信号は、セル内の全
ＵＥに共用されるセル－特定（ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）ＲＳと特定ＵＥに専用され
る復調（ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）ＲＳ（ＤＭ ＲＳ）とに区別される。ｅＮＢが特定
ＵＥのための下りリンクデータの復調のために送信するＤＭ ＲＳをＵＥ－特定的（ＵＥ
－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）ＲＳと特別に称することもできる。下りリンクでＤＭ ＲＳとＣＲ
Ｓは共に送信されてもよいが、いずれか一方のみが送信されてもよい。ただし、下りリン
クでＣＲＳ無しにＭ ＲＳのみを送信される場合、データと同じプリコーダを適用して送
信されるＤＭ ＲＳは復調の目的にのみ用いることができるため、チャネル測定用ＲＳを
別途に提供しなければならない。例えば、３ＧＰＰ ＬＴＥ（－Ａ）では、ＵＥがチャネ
ル状態情報を測定できるようにするために、追加の測定用ＲＳであるＣＳＩ－ＲＳが当該
ＵＥに送信される。ＣＳＩ－ＲＳは、チャネル状態について相対的に時間による変化度が
大きくないという事実に着目し、毎サブフレームごとに送信されるＣＲＳとは違い、複数
のサブフレームで構成される所定の送信周期ごとに送信される。
【００５６】
　図４は、３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムで用いられる上りリンク（ＵＬ）サブ
フレーム構造の一例を示す図である。
【００５７】
　図４を参照すると、ＵＬサブフレームは、周波数ドメインで制御領域とデータ領域とに
区別できる。１つ又は複数のＰＵＣＣＨを上りリンク制御情報（ＵＣＩ）を運ぶために制
御領域に割り当てることができる。１つ又は複数のＰＵＳＣＨをユーザデータを運ぶため
にＵＬサブフレームのデータ領域に割り当てることができる。
【００５８】
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　ＵＬサブフレームではＤＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）副搬送波から遠く離れた
副搬送波が制御領域として用いられる。換言すれば、ＵＬ送信帯域幅の両端部に位置する
副搬送波が上りリンク制御情報の送信に割り当てられる。ＤＣ副搬送波は、信号送信に用
いられずに残される成分であり、周波数上り変換過程で搬送波周波数ｆ０にマップされる
。１つのＵＥのＰＵＣＣＨは１つのサブフレームで、１つの搬送波周波数で動作するリソ
ースに属したＲＢ対に割り当てられ、このＲＢ対に属したＲＢは、２つのスロットでそれ
ぞれ異なる副搬送波を占有する。このように割り当てられるＰＵＣＣＨを、ＰＵＣＣＨに
割り当てられたＲＢ対がスロット境界で周波数ホッピングすると表現する。ただし、周波
数ホッピングが適用されない場合には、ＲＢ対が同一の副搬送波を占有する。
【００５９】
　ＰＵＣＣＨは、次の制御情報を送信するために用いることができる。
【００６０】
　－　ＳＲ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）：上りリンクＵＬ－ＳＣＨリソー
スを要求するために用いられる情報である。ＯＯＫ（Ｏｎ－Ｏｆｆ　Ｋｅｙｉｎｇ）方式
を用いて送信される。
【００６１】
　－　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ：ＰＤＣＣＨに対する応答及び／又はＰＤＳＣＨ上の下りリンク
データパケット（例、コードワード）に対する応答である。ＰＤＣＣＨ或いはＰＤＳＣＨ
が成功裏に受信されたか否かを示す。単一下りリンクコードワードに対する応答としてＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫ １ビットが送信され、２つの下りリンクコードワードに対する応答とし
てＨＡＲＱ－ＡＣＫ ２ビットが送信される。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ応答は、ポジティブＡＣ
Ｋ（簡単に、ＡＣＫ）、ネガティブＡＣＫ（以下、ＮＡＣＫ）、ＤＴＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔ
ｉｎｕｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）又はＮＡＣＫ／ＤＴＸを含む。ここで、ＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫという用語は、ＨＡＲＱ ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫと同じ意味
で使われる。
【００６２】
　－　ＣＳＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）：下りリンクチ
ャネルに対するフィードバック情報（ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）であ
る。ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）－関
連フィードバック情報は、ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）及びＰＭＩ（Ｐｒｅｃ
ｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を含む。
【００６３】
　ＵＥがサブフレームで送信可能な上りリンク制御情報（ＵＣＩ）の量は、制御情報送信
に可用なＳＣ－ＦＤＭＡの個数に依存する。ＵＣＩに可用なＳＣ－ＦＤＭＡは、サブフレ
ームにおいて参照信号の送信のためのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを除く残りのＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボルを意味し、ＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）
が構成されているサブフレームでは、サブフレームの最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルも除
く。参照信号は、ＰＵＣＣＨのコヒーレント（ｃｏｈｅｒｅｎｔ）検出に用いられる。Ｐ
ＵＣＣＨは、送信される情報によって様々なフォーマットを支援する。下記の表４に、Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－ＡシステムでＰＵＣＣＨフォーマットとＵＣＩとのマッピング関係を示す
。
【００６４】
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【表４】

【００６５】
　表４を参照すると、主に、ＰＵＣＣＨフォーマット１系列はＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送
信するために用いられ、ＰＵＣＣＨフォーマット２系列はＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩなどのチ
ャネル状態情報（ＣＳＩ）を運ぶために用いられ、ＰＵＣＣＨフォーマット３系列はＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ情報を送信するために用いられる。
【００６６】
　参照信号（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ；ＲＳ）
　無線通信システムにおいてパケットを送信する場合、送信されるパケットは無線チャネ
ルを介して送信されるため、送信過程で信号の歪みが発生しうる。歪まれた信号を受信側
で正しく受信するためには、チャネル情報を用いて受信信号の歪みを補正しなければなら
ない。チャネル情報を取得するためには、送信側と受信側の両方で知っている信号を送信
し、該信号がチャネルを介して受信される時の歪み程度からチャネル情報を把握する方法
を主に用いる。この信号をパイロット信号（Ｐｉｌｏｔ　Ｓｉｇｎａｌ）又は参照信号（
Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）という。
【００６７】
　多重アンテナを用いてデータを送受信する場合に、正しい信号を受信するためには、各
送信アンテナと受信アンテナ間のチャネル状況を把握しなければならない。したがって、
各送信アンテナ別に、より詳しくはアンテナポート（アンテナポート）別に個別の参照信
号が存在しなければならない。
【００６８】
　参照信号は、上りリンク参照信号と下りリンク参照信号とに区別できる。現在ＬＴＥシ
ステムには上りリンク参照信号として、
　ｉ）ＰＵＳＣＨ及びＰＵＣＣＨを介して送信された情報のコヒーレント（ｃｏｈｅｒｅ
ｎｔ）な復調のためのチャネル推定のための復調参照信号（ＤＭ－ＲＳ）
　ｉｉ）基地局が、ネットワークの異なる周波数における上りリンクチャネル品質を測定
するために用いるサウンディング参照信号（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓ
ｉｇｎａｌ、ＳＲＳ）がある。
【００６９】
　一方、下りリンク参照信号には、
　ｉ）セル内の全ての端末が共有するセル－特定参照信号（Ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ
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　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ、ＣＲＳ）
　ｉｉ）特定端末のみのための端末－特定参照信号（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｒｅｆｅ
ｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）
　ｉｉｉ）ＰＤＳＣＨが送信される場合、コヒーレントな復調のために送信される復調参
照信号（ＤＭ－ＲＳ）
　ｉｖ）下りリンクＤＭ ＲＳが送信される場合、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を伝達す
るためのチャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）
　ｖ）ＭＢＳＦＮ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）モードで送信される信号に対するコヒーレントな復調の
ために送信されるＭＢＳＦＮ参照信号（ＭＢＳＦＮ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ
）
　ｖｉ）端末の地理的位置情報を推定するために用いられる位置参照信号（Ｐｏｓｉｔｉ
ｏｎｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）がある。
【００７０】
　参照信号は、その目的によって２種類に大別できる。チャネル情報を取得するために用
いられる参照信号と、データ復調のために用いられる参照信号とがある。前者は、ＵＥが
下りリンク上のチャネル情報を取得できることに目的があるため、広帯域で送信されなけ
ればならず、特定サブフレームで下りリンクデータを受信しない端末であってもその参照
信号を受信しなければならない。また、これはハンドオーバーなどの状況でも用いられる
。後者は、基地局が下りリンク送信時に当該リソースで共に送る参照信号であり、端末は
、当該参照信号を受信することによってチャネル測定をし、データを復調することができ
る。この参照信号は、データの送信される領域で送信しなければならない。
【００７１】
　ＥＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＰＤＣＣＨ）一般
　多重ノードシステムの導入によって、様々な通信技法の適用が可能になり、チャネル品
質の改善を図ることができるが、前述したＭＩＭＯ技法及びセル間協調通信技法を多重ノ
ード環境に適用するためには、新しい制御チャネルの導入が要望される。このような要望
から、新しく導入が議論されている制御チャネルがＥＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ－Ｐ
ＤＣＣＨ）であり、このチャネルは、既存の制御領域（以下、ＰＤＣＣＨ領域）ではなく
データ領域（以下、ＰＤＳＣＨ領域）に割り当てると決定された。結果として、このよう
なＥＰＤＣＣＨを介して各端末別にノードに関する制御情報を送信することが可能になり
、既存のＰＤＣＣＨ領域が不足する問題も解決することができる。参考として、ＥＰＤＣ
ＣＨは、既存のレガシー端末には提供されず、ＬＴＥ－Ａ端末のみが受信することができ
る。
【００７２】
　図５は、ＥＰＤＣＣＨ、及びＥＰＤＣＣＨによってスケジューリングされるＰＤＳＣＨ
を例示する図である。。
【００７３】
　図５を参照すると、ＥＰＤＣＣＨは、一般に、データを送信するＰＤＳＣＨ領域の一部
分を定義して用いることができ、端末は、自身のＥＰＤＣＣＨの有無を検出するためのブ
ラインドデコーディング（ｂｌｉｎｄ　ｄｅｃｏｄｉｎｇ）過程を行わなければならない
。ＥＰＤＣＣＨは、既存のＰＤＣＣＨと同じスケジューリング動作（すなわち、ＰＤＳＣ
Ｈ、ＰＵＳＣＨの制御）を行うが、ＲＲＨのようなノードに接続した端末の個数が増加す
ると、より多数のＥＰＤＣＣＨがＰＤＳＣＨ領域に割り当てられ、端末が行うべきブライ
ンドデコーディングの回数が増加し、複雑度が増加するという短所がある。
【００７４】
　一方、複数の端末のためのＥＰＤＣＣＨを多重化する方法も考慮する必要がある。具体
的に、共通のリソース領域、すなわち、共通ＰＲＢセットが設定された状態で、複数端末
のＥＰＤＣＣＨが周波数領域又は時間領域でクロスインターリービングされる方式で多重
化される技法が提案されたことがある。
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【００７５】
　図６は、複数の端末のためのＥＰＤＣＣＨを多重化する方法を例示する図である。
【００７６】
　特に、図６の（ａ）は、共通ＰＲＢセットがＰＲＢ対（ｐａｉｒ）単位で構成され、こ
れに基づいてクロスインターリービングを行った例を示す。一方、図６の（ｂ）は、共通
ＰＲＢセットがＰＲＢ単位のみで構成され、これに基づいてクロスインターリービングを
行った例を示す。このような方式は、複数ＲＢにわたる周波数／時間ドメイン側面でダイ
バーシティ利得が得られるという長所がある。
【００７７】
　搬送波集成（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）
　以下では、搬送波集成（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ；ＣＡ）技法に関し
て説明する。図８は、搬送波集成（ＣＡ）を説明する概念図である。
【００７８】
　ＣＡは、無線通信システムがより広い帯域を使用するために、端末が上りリンクリソー
ス（又は、コンポーネント搬送波）及び／又は下りリンクリソース（又は、コンポーネン
ト搬送波）で構成された周波数ブロック又は（論理的意味の）セルを複数個用いて１つの
大きな論理帯域として使用する方法を意味する。以下では、説明の便宜のために、コンポ
ーネント搬送波という用語に統一するものとする。
【００７９】
　図７を参照すると、全体システム帯域（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ；Ｓｙｓｔ
ｅｍ　ＢＷ）は論理帯域であり、最大１００ＭＨｚの帯域幅を有する。全体システム帯域
は、５個のコンポーネント搬送波（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ；ＣＣ）を含み
、それぞれのコンポーネント搬送波は最大２０ＭＨｚの帯域幅を有する。コンポーネント
搬送波は、物理的に連続した１つ以上の副搬送波を含む。図７では、それぞれのコンポー
ネント搬送波がいずれも同一の帯域幅を有するとしたが、これは例示であり、それぞれの
コンポーネント搬送波は異なった帯域幅を有することもできる。また、それぞれのコンポ
ーネント搬送波は、周波数領域で互いに隣接している例を示したが、同図は論理的な概念
で示したもので、それぞれのコンポーネント搬送波は、物理的に隣接していても、離れて
いてもよい。。
【００８０】
　中心搬送波（Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）はそれぞれのコンポーネント搬送波
に対して個別に使用してもよく、物理的に隣接したコンポーネント搬送波に対して共通し
た１つの中心搬送波を使用してもよい。一例として、図７で、全てのコンポーネント搬送
波が物理的に隣接していると仮定すれば、中心搬送波Ａを使用することができる。また、
それぞれのコンポーネント搬送波が物理的に隣接していないと仮定すれば、それぞれのコ
ンポーネント搬送波に対して個別に中心搬送波Ａ、中心搬送波Ｂなどを使用することがで
きる。
【００８１】
　本明細書で、コンポーネント搬送波はレガシーシステムのシステム帯域に該当し得る。
コンポーネント搬送波をレガシーシステムを基準に定義することによって、進展した端末
とレガシー端末が共存する無線通信環境で、逆支援性（ｂａｃｋｗａｒｄ　ｃｏｍｐａｔ
ｉｂｉｌｉｔｙ）を提供し、且つシステム設計を容易にさせることができる。一例として
、ＬＴＥ－ＡシステムがＣＡを支援する場合に、それぞれのコンポーネント搬送波はＬＴ
Ｅシステムのシステム帯域に該当し得る。この場合、コンポーネント搬送波は、１．２５
、２．５、５、１０又は２０ＭＨｚ帯域幅のいずれか１つを有することができる。
【００８２】
　ＣＡによって全体システム帯域を拡張した場合に、各端末との通信に用いられる帯域は
コンポーネント搬送波単位に定義される。端末Ａは、全体システム帯域である１００ＭＨ
ｚを使用することができ、５個のコンポーネント搬送波の全てを用いて通信を行う。端末
Ｂ１～Ｂ５は、２０ＭＨｚ帯域幅のみを使用することができ、１つのコンポーネント搬送
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波を用いて通信を行う。端末Ｃ１及びＣ２は、４０ＭＨｚ帯域幅を使用することができ、
それぞれ２つのコンポーネント搬送波を用いて通信を行う。該２つのコンポーネント搬送
波は、論理／物理的に隣接してもよく、隣接しなくてもよい。端末Ｃ１は、隣接していな
い２つのコンポーネント搬送波を使用する場合を示し、端末Ｃ２は、隣接した２つのコン
ポーネント搬送波を使用する場合を示す。
【００８３】
　ＬＴＥシステムの場合、１個の下りリンクコンポーネント搬送波と１個の上りリンクコ
ンポーネント搬送波を用いるが、ＬＴＥ－Ａシステムでは複数のコンポーネント搬送波を
用いることができる。このとき、制御チャネルがデータチャネルをスケジューリングする
方式は、既存のリンク搬送波スケジューリング（Ｌｉｎｋｅｄ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｃｈ
ｅｄｕｌｉｎｇ）方式と交差搬送波スケジューリング（Ｃｒｏｓｓ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓ
ｃｈｅｄｕｌｉｎｇ；ＣＣＳ）方式とに区別できる。
【００８４】
　より具体的に、リンク搬送波スケジューリングは、単一コンポーネント搬送波を用いる
既存ＬＴＥシステムと同様に、特定コンポーネント搬送波で送信される制御チャネルは、
当該特定コンポーネント搬送波を用いてデータチャネルのみをスケジューリングする。
【００８５】
　一方、交差スケジューリングは、搬送波指示子フィールド（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｉｎｄｉ
ｃａｔｏｒ　Ｆｉｅｌｄ；ＣＩＦ）を用いて１次コンポーネント搬送波（Ｐｒｉｍａｒｙ
　ＣＣ）で送信される制御チャネルが、当該１次コンポーネント搬送波で送信される或い
は他のコンポーネント搬送波で送信されるデータチャネルをスケジューリングする。
【００８６】
　図８は、交差搬送波スケジューリング技法が適用される例を示す図である。特に、図８
では、端末に割り当てられたセル（又は、コンポーネント搬送波）の個数は３個であり、
上述した通り、ＣＩＦを用いて交差搬送波スケジューリング技法を行う。ここで、下りリ
ンクセル（又は、コンポーネント搬送波）＃０及び上りリンクセル（又は、コンポーネン
ト搬送波）＃０は、それぞれ１次下りリンクコンポーネント搬送波（すなわち、Ｐｒｉｍ
ａｒｙ　Ｃｅｌｌ；ＰＣｅｌｌ）及び１次上りリンクコンポーネント搬送波と仮定し、残
りのコンポーネント搬送波は、副コンポーネント搬送波（すなわち、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ
　Ｃｅｌｌ；ＳＣｅｌｌ）と仮定する。
【００８７】
　ＣｏＭＰ（Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｍｕｌｔｉ－Ｐｏｉｎｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉ
ｏｎ　ａｎｄ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）一般
　３ＧＰＰ ＬＴＥ－Ａシステムの改善されたシステム性能の要求条件に応じて、ＣｏＭ
Ｐ送受信技術（ｃｏ－ＭＩＭＯ、共同（ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｖｅ）ＭＩＭＯ、又はネ
ットワークＭＩＭＯなどと表現することもできる）が提案されている。ＣｏＭＰ技術は、
セル－境界（ｃｅｌｌ－ｅｄｇｅ）に位置しているＵＥの性能を増大させ、平均セクター
収率（ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）を増加させることができる。
【００８８】
　一般に、周波数再使用因子（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｒｅｕｓｅ　ｆａｃｔｏｒ）が１で
ある多重－セル環境で、セル－間干渉（Ｉｎｔｅｒ－Ｃｅｌｌ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃ
ｅ；ＩＣＩ）によって、セル－境界に位置しているＵＥの性能と平均セクター収率が減少
することがある。このようなＩＣＩを低減するために、既存のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステ
ムではＵＥ特定電力制御を用いた部分周波数再使用（ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ　ｒｅｕｓｅ；ＦＦＲ）のような単純な受動的技法を用いて、干渉によって制限
を受けた環境でセル－境界に位置しているＵＥが適切な収率性能を持つようにする方法が
適用された。しかし、セル当たりの周波数リソースの使用を減らすよりは、ＩＣＩを低減
したり、ＩＣＩをＵＥの所望する信号として再使用することが望ましいといえる。上記の
ような目的を達成するために、ＣｏＭＰ送信技法を適用することができる。
【００８９】
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　下りリンクの場合に適用可能なＣｏＭＰ技法は、大きく、ジョイント－プロセシング（
ｊｏｉｎｔ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ；ＪＰ）技法と調整スケジューリング／ビームフォー
ミング（ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ／ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ；Ｃ
Ｓ／ＣＢ）技法とに分類することができる。
【００９０】
　ＪＰ技法は、ＣｏＭＰ協調単位におけるそれぞれのポイント（基地局）でデータを用い
ることができる。ＣｏＭＰ協調単位は、協調送信技法に用いられる基地局の集合を意味し
、ＣｏＭＰ集合と呼ぶこともできる。ＪＰ技法は、ジョイント送信（Ｊｏｉｎｔ　Ｔｒａ
ｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）技法と動的セル選択（Ｄｙｎａｍｉｃ　ｃｅｌｌ　ｓｅｌｅｃｔｉ
ｏｎ）技法とに分類することができる。
【００９１】
　ジョイント送信技法は、ＰＤＳＣＨが一度に複数個のポイント（ＣｏＭＰ協調単位の一
部又は全部）から送信される技法を意味する。すなわち、単一のＵＥに送信されるデータ
を複数個の送信ポイントから同時に送信することができる。ジョイント送信技法によれば
、コヒーレントに（ｃｏｈｅｒｅｎｔｌｙ）又はノン－コヒーレントに（ｎｏｎ－ｃｏｈ
ｅｒｅｎｔｌｙ）受信信号の品質を向上させることができ、また、他のＵＥに対する干渉
を能動的に消去することもできる。
【００９２】
　動的セル選択技法は、ＰＤＳＣＨが一度に（ＣｏＭＰ協調単位における）一つのポイン
トから送信される技法を意味する。すなわち、特定時点で単一のＵＥに送信されるデータ
を一つのポイントから送信し、その時点に協調単位における他のポイントは当該ＵＥに対
してデータ送信をしない。このとき、当該ＵＥにデータを送信するポイントは動的に選択
することができる。
【００９３】
　一方、ＣＳ／ＣＢ技法によれば、複数のＣｏＭＰ協調単位が単一のＵＥに対するデータ
送信のビームフォーミングを協調的に行うことができる。ここで、データはサービングセ
ルでのみ送信するが、ユーザスケジューリング／ビームフォーミングは、該当のＣｏＭＰ
協調単位におけるセルの調整によって決定することができる。
【００９４】
　一方、上りリンクの場合に、協調又は調整（ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ）多重－ポイント
受信は、地理的に離れている複数個のポイントの調整によって送信された信号を受信する
ことを意味する。上りリンクの場合に適用可能なＣｏＭＰ技法は、ジョイント受信（Ｊｏ
ｉｎｔ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ；ＪＲ）及び調整スケジューリング／ビームフォーミング（
ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ／ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ；ＣＳ／ＣＢ
）に分類することができる。
【００９５】
　ＪＲ技法は、ＰＵＳＣＨを介して送信された信号が複数個の受信ポイントで受信される
ことを意味し、ＣＳ／ＣＢ技法は、ＰＵＳＣＨが一つのポイントでのみ受信されるが、ユ
ーザスケジューリング／ビームフォーミングはＣｏＭＰ協調単位におけるセルの調整によ
って決定されることを意味する。
【００９６】
　なお、ＵＬポイント（すなわち、受信ポイント（ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ　ｐｏｉｎｔ；Ｒ
Ｐ））が複数となる場合をＵＬ ＣｏＭＰと呼び、ＤＬポイント（すなわち、送信ポイン
ト（ｔｒａｎｓｍｉｔｔｉｎｇ　ｐｏｉｎｔ；ＴＰ））が複数となる場合をＤＬ ＣｏＭ
Ｐと呼ぶこともできる。
【００９７】
　擬似コ－ロケーテッド（ｑｕａｓｉ　ｃｏ－　ｌｏｃａｔｅｄ；ＱＣＬ）
　図９には、ＣｏＭＰ集合からＵＥがジョイント送信（ｊｏｉｎｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ；ＪＴ）サービスを受ける無線通信システムを示す。すなわち、ＵＥが送信モード
１０と設定される場合の例である。
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【００９８】
　図９で、ＵＥは、ＣｏＭＰ集団に属した全ての送信ポイント（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏ
ｎ　ｐｏｉｎｔ；ＴＰ）、例えば、ＴＰ１及びＴＰ２からデータを受信し、これによって
、ＵＥは当該ＣｏＭＰ集団に属した全てのＴＰに関するチャネル状態情報を送信すること
ができる。この場合、ＲＳも、当該ＣｏＭＰ集合内の複数のＴＰからＵＥに送信されても
よい。このような場合において、互いに異なるＴＰの互いに異なるＲＳポートからのチャ
ネル推定のための特性を互いに共有できるとすれば、ＵＥの受信プロセシングの負荷と複
雑度を減らすことができるだろう。しかも、同一ＴＰの互いに異なるＲＳポートからのチ
ャネル推定のための特性をＲＳポート間に共有できるとすれば、ＵＥの受信プロセシング
の負荷と複雑度を減らすことができるだろう。そこで、現在ＬＴＥ（－Ａ）システムは、
ＲＳポート間のチャネル推定のための特性を共有する方案を提案している。
【００９９】
　このようなＲＳポート間のチャネル推定のために、ＬＴＥ（－Ａ）システムは、「擬似
コ－ロケーテッド（ｑｕａｓｉ　ｃｏ－ｌｏｃａｔｅｄ；ＱＣＬ）」という概念を導入し
た。２つのアンテナポート間について、例えば、一つのアンテナポートを介して一シンボ
ルが伝達される無線チャネルの広範囲特性（ｌａｒｇｅ－ｓｃａｌｅ　ｐｒｏｐｅｒｔｙ
）を、他のアンテナポートを介して一シンボルが伝達される無線チャネルから暗示（ｉｎ
ｆｅｒ）可能であると、これら両アンテナポートは擬似コ－ロケーテッドされるといえる
。ここで、広範囲特性は、遅延拡散（ｄｅｌａｙ　ｓｐｒｅａｄ）、ドップラー拡散（Ｄ
ｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａｄ）、ドップラーシフト（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｈｉｆｔ）、平
均利得（ａｖｅｒａｇｅ　ｇａｉｎ）及び平均遅延（ａｖｅｒａｇｅ　ｄｅｌａｙ）のう
ちの一つ以上を含む。以下、擬似コ－ロケーテッドを簡略に「ＱＣＬ」と称する。
【０１００】
　すなわち、２つのアンテナポートがＱＣＬされているということは、一つのアンテナポ
ートからの無線チャネルの広範囲特性が、他のアンテナポートからの無線チャネルの広範
囲特性と同一であるということを意味する。参照信号（ＲＳ）が送信される複数のアンテ
ナポートを考慮すると、異なった２種類のＲＳが送信されるアンテナポートがＱＣＬされ
ていると、一種類のアンテナポートからの無線チャネルの広範囲特性を、他の種類のアン
テナポートからの無線チャネルの広範囲特性に取り替えることができる。
【０１０１】
　上記のＱＣＬの概念から、ＵＥは、非－ＱＣＬアンテナポートに対しては、それらのア
ンテナポートからの無線チャネル間に同一の広範囲特性を仮定することができない。すな
わち、この場合、ＵＥは、タイミング取得及びトラッキング（ｔｒａｃｋｉｎｇ）、周波
数オフセット推定及び補償、遅延推定及びドップラー推定などについて、それぞれに設定
された非－ＱＣＬアンテナポート別に独立したプロセシングを行わなければならない。
【０１０２】
　ＱＣＬを仮定し得るアンテナポート間に対して、ＵＥは次のような動作を行うことがで
きる。
【０１０３】
　－　遅延拡散及びドップラー拡散について、ＵＥは、あるアンテナポートからの無線チ
ャネルに対する電力－遅延－プロファイル、遅延拡散及びドップラースペクトル、ドップ
ラー拡散推定結果を、他のアンテナポートからの無線チャネルに対するチャネル推定時に
用いるウィナーフィルタ（Ｗｉｅｎｅｒ　ｆｉｌｔｅｒ）などに同様に適用することがで
きる。
【０１０４】
　－　周波数シフト及び受信されたタイミングについて、ＵＥは、あるアンテナポートに
対する時間及び周波数同期化を行った後、同一の同期化を他のアンテナポートの復調に適
用することができる。
【０１０５】
　－　平均受信電力について、ＵＥは、２つ以上のアンテナポートに対してＲＳＲＰ（Ｒ
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ｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）測定を平均すること
ができる。
【０１０６】
　ＵＥが制御チャネル（ＰＤＣＣＨ又はｅＰＤＣＣＨ）にて特定ＤＭＲＳベースのＤＬ－
関連ＤＣＩフォーマットを受信すると、ＵＥは、ＤＭＲＳシーケンスから該当のＰＤＳＣ
Ｈに対するチャネル推定を行った後、データ復調を行う。例えば、ＵＥがこのようなＤＬ
スケジューリンググラント（ｇｒａｎｔ）から受信したＤＭＲＳの送信のためのアンテナ
ポート（以下、”ＤＭＲＳポート”という。）の構成（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）が
、自身のＤＬサービングセル又は他のセルのＣＲＳを送信するためのアンテナポート（以
下、”ＣＲＳポート”という。）とのＱＣＬ仮定（ａｓｓｕｍｐｔｉｏｎ）ができると、
ＵＥは、当該ＤＭＲＳポートを用いたチャネル推定時に、ＣＲＳポートから推定した無線
チャネルの広範囲特性の推定値をそのまま適用し、ＤＭＲＳベース受信機のプロセッサの
性能を向上させることができる。
【０１０７】
　ＣＲＳは、前述したように、毎サブフレーム及び全体帯域にわたって相対的に高い密度
（ｄｅｎｓｉｔｙ）で同報される参照信号であり、一般に、このようなＣＲＳから、上記
の広範囲特性に関する推定値をより安定して取得できるためである。これに対し、ＤＭＲ
Ｓは、特定スケジューリングされたＲＢに対してはＵＥ－特定に送信され、その上、ｅＮ
Ｂが送信に用いたプリコーディング行列（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ）がＰＲＧ
単位に変わりうることから、ＵＥに受信される有効チャネルはＰＲＧ単位に変わることが
あり、このため、多数のＰＲＧがスケジューリングされた場合であっても、広い帯域にわ
たってＤＭＲＳを無線チャネルの広範囲特性推定用にする場合に性能劣化が発生しうる。
ＣＳＩ－ＲＳも、数ｍｓ～数十ｍｓの送信周期を有することができ、ＲＢ当たり平均して
アンテナポート当たり１ＲＥ（ＣＤＭが適用されると、２ＲＥ単位に受信される）と低い
密度を有するため、ＣＳＩ－ＲＳも同様、無線チャネルの広範囲特性推定用にする場合に
性能劣化が発生しうる。
【０１０８】
　すなわち、アンテナポート間のＱＣＬ仮定を、各種の下りリンク参照信号の受信、チャ
ネル推定、チャネル状態報告などに活用することができる。
【０１０９】
　ＳＰＳスケジューリング
　ＳＰＳ（Ｓｅｍｉ－ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）とは、制御シグナ
リングのオーバーヘッドを減らし、制限された制御チャネルのためのリソースを効率的に
用いるためのスケジューリング方案である。ＳＰＳは、ＵＥが相対的に長い一定時間の期
間において時間－周波数リソースを使用する場合に用いられる方式であり、これによれば
、上記の一定時間内に繰り返されるリソース割当てのためのシグナリングは、シグナリン
グオーバーヘッドを発生させるため、ＵＥに割り当てられる時間－周波数リソース（又は
、領域）は一度でスケジューリングされるようにする。したがって、１つのサブフレーム
でＳＰＳのための時間－周波数リソースがＵＥに割り当てられると、それ以降に周期的に
反復されるＳＰＳ－サブフレームでは、別の制御チャネル無しでＵＥは当該時間－周波数
リソースを用いることができる。
【０１１０】
　ＳＰＳは、特に、タイミング（ｔｉｍｉｎｇ）や必要なリソースが予測可能なＶｏＩＰ
（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）のような通信に有用で
ある。ＳＰＳを設定する方法としてＲＲＣとＰＤＣＣＨが用いられる。周期的に割り当て
られる無線リソースの間隔（ｉｎｔｅｒｖａｌ）はＲＲＣで指定され、具体的なリソース
割当て情報（周波数ドメインＲＡ、ＭＣＳのような送信属性）はＰＤＣＣＨで伝達される
。ＳＰＳは、一般的な動的スケジューリングとの区別のためにＳＰＳ Ｃ－ＲＮＴＩのよ
うな特別な識別子を用いる。
【０１１１】
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　本発明は、ＳＰＳ－スケジューリングされたＰＤＳＣＨの開始シンボルを含むＰＤＳＣ
Ｈ関連パラメータを決定する方法に関する。本発明の一実施例によって１つのサブフレー
ムに２つ以上のＥＰＤＣＣＨが設定された場合について説明する。
【０１１２】
　簡略に上述した通り、ＥＰＤＣＣＨは、制御信号の容量（ｃａｐａｃｉｔｙ）を増加さ
せるために既存のＰＤＳＣＨ領域で送信されるＰＤＣＣＨを意味し、ＵＥ－特定参照信号
（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ；ＲＳ）を用いてビームフォーミング利得を得るこ
とができるという長所がある。ＥＰＤＣＣＨを使用する場合、ＰＤＳＣＨの開始シンボル
位置はＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置と同一であると仮定することができ、ＥＰＤＣＣ
Ｈの開始シンボル位置は、ＲＲＣのような上位層信号を用いて伝達することができる。し
かし、ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置はＥＰＤＣＣＨのそれと独立していてもよく、ＰＣ
ＦＩＣＨの情報（例えば、ＣＦＩ（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａ
ｔｏｒ））によって定められたり、あらかじめ定められた値が用いられてもよい。
【０１１３】
　ｅＮＢは、ＥＰＤＣＣＨを設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒｅ）したり、ＥＰＤＣＣＨの開始シ
ンボル位置を再設定（ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒｅ）したりすることができ、ＥＰＤＣＣＨの
開始シンボル位置を含むＥＰＤＣＣＨ設定パラメータは、ＲＲＣのような上位層信号を介
してＵＥに伝達される。ＵＥは、ＰＤＣＣＨを介してＳＰＳ設定された後にＥＰＤＣＣＨ
設定パラメータを受信してもよく、ＥＰＤＣＣＨ設定パラメータを受信した後にＰＤＣＣ
Ｈを介してＳＰＳ設定されてもよい。このように、ＳＰＳ設定とＥＰＤＣＣＨ設定パラメ
ータの受信は同時に行われてもよいが、このとき、ＳＰＳ設定されたサブフレームが、Ｕ
ＥがＥＰＤＣＣＨをモニタリングすべきサブフレームに該当すると、当該サブフレームで
はＳＰＳ設定によってスケジューリングされた周期的リソース領域、すなわち、ＳＰＳ－
スケジューリングされたＰＤＳＣＨの開始シンボル位置を決定する必要がある。これは、
ＳＰＳ－スケジューリングされたＰＤＳＣＨの開始シンボル位置は、ＰＣＦＩＣＨで示す
値（或いは、その値から導出される値）から決定されるはずであるが、このＰＣＦＩＣＨ
で示す値は、ＲＲＣ信号を介して受信されたＥＰＤＣＣＨ設定パラメータに含まれたＥＰ
ＤＣＣＨの開始シンボル位置（或いは、この位置から導出される位置）と異なりうるため
である。
【０１１４】
　このため、ＵＥは、ＳＰＳ設定された後にＥＰＤＣＣＨ設定パラメータを受信したり、
ＥＰＤＣＣＨ設定パラメータを受信した後にＳＰＳ設定されると、ＰＣＦＩＣＨによって
決定されるＰＤＳＣＨ開始シンボル位置に優先して、ＥＰＤＣＣＨ設定パラメータに含ま
れたＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置（或いは、この位置から導出される位置）を、ＳＰ
Ｓ－スケジューリングされたＰＤＳＣＨの開始シンボル位置であると仮定するようにする
。ここで、ＳＰＳ－スケジューリングされたＰＤＳＣＨの開始シンボル位置はＥＰＤＣＣ
Ｈの開始シンボル位置と同一であるか、又はＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置から導出さ
れると仮定した理由は、このような仮定が適用されない場合、ｅＮＢは当該ＳＰＳ－スケ
ジューリングされたＰＤＳＣＨの開始シンボル位置を別途にＲＲＣシグナリングすること
ができ、これを受信したＵＥは、当該ＲＲＣシグナリングされた情報をＰＣＦＩＣＨ情報
に優先させることができるためである。
【０１１５】
　ただし、ＵＥは、ＳＰＳ設定された後にＰＤＳＣＨ開始シンボル位置を含むＥＰＤＣＣ
Ｈ設定パラメータを受信したり、ＰＤＳＣＨ開始シンボル位置を含むＥＰＤＣＣＨ設定パ
ラメータを受信した後にＳＰＳ設定されても、ＳＰＳスケジューリングされたサブフレー
ムが、ＵＥがＥＰＤＣＣＨをモニタリングすべきサブフレームに該当しないと、ＳＰＳ－
スケジューリングされたＰＤＳＣＨの開始シンボル位置はＰＣＦＩＣＨに従う。これは、
ＥＰＤＣＣＨも同様、一部のサブフレームでのみモニタリングされるように設定されうる
ためである。
【０１１６】
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　図１０は、上述した本発明の一実施例に係るＳＰＳ－スケジューリングされたＰＤＳＣ
Ｈ（以下、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨという。）の開始シンボル位置を決定する例を示す図であ
る。図１０で、ＳＰＳ設定されたＵＥは、ＥＰＤＣＣＨ開始シンボル位置を含むＥＰＤＣ
ＣＨ設定パラメータをＲＲＣシグナリングで受信したが、当該位置（シンボルｎ１）が、
ＰＣＦＩＣＨで指示する値（シンボルｎ０）と異なる場合の動作を示している。ＳＰＳ－
ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置は、ＰＣＦＩＣＨで指示する情報に優先して、ＲＲＣシグ
ナリングされた情報に従うように設定されたため、シンボルｎ１として決定される。
【０１１７】
　ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置を決定する方法は、ｅＮＢとＵＥ間に共通した
約束であり、問題が発生しうる状況、すなわち、ＳＰＳ設定され、且つＵＥがＥＰＤＣＣ
Ｈをモニタリングすべきサブフレームにおいて、ｅＮＢは、ＥＰＤＣＣＨ開始シンボルか
らＳＰＳ－ＰＤＳＣＨをスケジューリング又は送信しなければならず、ＵＥは、ＥＰＤＣ
ＣＨ開始シンボル位置からＳＰＳ－ＰＤＳＣＨをデコーディングしなければならない。
【０１１８】
　一方、ｅＮＢはＵＥに２つ以上のＥＰＤＣＣＨ設定パラメータを伝達することができ、
このとき、各ＥＰＤＣＣＨ設定パラメータは、各ＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置を含む
ことができ、ＲＲＣのような上位層信号を介してＵＥに伝達されてもよい。もし、２つ以
上のＥＰＤＣＣＨ設定パラメータに含まれたＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置が同一であ
るとすると、ＵＥは、ＲＲＣシグナリングされたＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置をＳＰ
Ｓ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置と見なす。しかし、２つ以上のＥＰＤＣＣＨ設定パラ
メータに含まれた各ＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置が互いに異なってもよいが、この場
合には、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置を決定しなければならないという問題が
発生する。したがって、このような場合、ＵＥは、各ＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置の
うち、その値が大きいもの、すなわち、各ＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置のうち、ＯＦ
ＤＭシンボルインデックスが大きい位置をＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置と仮定
する。これは、特に、ＤＰＳ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｐｏｉｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）の
ように各ＥＰＤＣＣＨがそれぞれ異なったＴＰから送信される場合、各ＴＰは、好ましく
は、干渉環境を考慮して最初のいくつかのＯＦＤＭシンボルを使用しないように設定する
はずということを考慮し、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置を保守的（ｃｏｎｓｅ
ｒｖａｔｉｖｅ）に設定することによってセル間干渉の影響を最小化できるようにする。
【０１１９】
　図１１は、上述した本発明の一実施例に係るＳＰＳ設定されたＵＥが２つ以上のＥＰＤ
ＣＣＨ関連パラメータを受信した場合、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置を決定す
る動作を例示する。ＥＰＤＣＣＨ＃１の開始シンボル位置がシンボルｎ１であり、ＥＰＤ
ＣＣＨ＃２の開始シンボル位置がシンボルｎ２であれば、ｍａｘ（ｎ１，ｎ２）がＳＰＳ
－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置となる。図２では、ｎ１＞＝ｎ２を仮定し、ＳＰＳ－Ｐ
ＤＳＣＨの開始シンボル位置がｎ１と決定された。
【０１２０】
　互いに異なる２つ以上のＥＰＤＣＣＨ設定パラメータ（すなわち、２つ以上のＥＰＤＣ
ＣＨの開始シンボル位置）がＵＥにシグナリングされたとき、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始
シンボル位置を決定する他の方法として、各ＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置のうち、そ
の値が小さい位置をＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置として約束することもできる
。他の方法としては、問題が発生しうる状況（例えば、ＳＰＳ設定され、且つＥＰＤＣＣ
Ｈモニタリングが必要なサブフレーム）では、あらかじめ定められた特定位置をＳＰＳ－
ＰＤＳＣＨ開始シンボル位置として約束してもよく、別のＲＲＣシグナリングなどを用い
てＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置をＵＥに別途に知らせてもよい。他の方法とし
て、２つ以上のＥＰＤＣＣＨの中から代表ＥＰＤＣＣＨを設定し、代表ＥＰＤＣＣＨの開
始シンボル位置をＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置と決定することもできる。代表
ＥＰＤＣＣＨを決定する方法としては、最初にシグナリングされたＥＰＤＣＣＨを代表と
して定めることができる。
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【０１２１】
　他の方式として、ＥＰＤＣＣＨを検出するサブフレーム（すなわち、ＵＥがＥＰＤＣＣ
Ｈをモニタリングすべきサブフレーム）でＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置を定め
る方法は、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨをスケジューリングした制御チャネルの種類によって決定
することもできる。例えば、ＳＰＳをＥＰＤＣＣＨでスケジューリングした場合は、当該
スケジューリングＥＰＤＣＣＨを含むＥＰＤＣＣＨ集合を代表ＥＰＤＣＣＨ集合と決定し
、ここでのＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置を、ＥＰＤＣＣＨ検出サブフレームにおける
ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置と決定する。一方、ＳＰＳをＰＤＣＣＨでスケジ
ューリングした場合は、２つのＥＰＤＣＣＨ集合の開始シンボル位置のうちの大きい値を
選択したり、最初のＥＰＤＣＣＨ集合を代表として選定するなどの方式を適用して、ＥＰ
ＤＣＣＨ検出サブフレームにおけるＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置を決定するこ
とができる。このような開始シンボル位置の決定方式は、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シン
ボル位置に関する明示的な指示子がない場合に限って制限的に適用されてもよい。
【０１２２】
　次に、上述した本発明の一実施例をより一般化した他の実施例について説明する。ＵＥ
に２つ以上のＥＰＤＣＣＨが設定されてもよい場合、各ＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置
が互いに異なりうるということについては上述した。一方、各ＥＰＤＣＣＨは互いに異な
るＴＰから送信されてもよく、このとき、各ＥＰＤＣＣＨ（或いは、当該ＥＰＤＣＣＨで
スケジューリングされるＰＤＳＣＨ）は、ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置、特定参照信号
（例えば、ＣＲＳ或いはＣＳＩ－ＲＳ）と関連したレートマッチングパターン（又は、Ｐ
ＤＳＣＨ ＲＥマッピングパターン）、参照信号送信に用いられるアンテナポート設定（
例えば、ＥＰＤＣＣＨ／ＰＤＳＣＨデコーディングに用いられるＤＭ－ＲＳアンテナポー
ト設定）、及び／又は参照信号（例えば、ＤＭ－ＲＳ）シーケンス生成に用いられる擬似
ランダムシーケンスの初期値（ｓｅｅｄ）及びスクランブリング識別子（ｓｃｒａｍｂｌ
ｉｎｇ　ＩＤ）などが互いに異なってもよい。
【０１２３】
　このため、ＳＰＳ設定されたＵＥの場合、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置の他
、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨに適用される列挙した上記パラメータも決定できなければならない
。ＵＥは、２つ以上の適用可能なパラメータ集合（すなわち、複数の候補パラメータ集合
）の情報を、ＲＲＣのような上位層信号を介して受信することができる。
【０１２４】
　Ａ）ＵＥは、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨは常にサービングセルのＣＲＳパターンが適用され、
ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨ（或いは、ＥＰＤＣＣＨ）デコーディングに用いられるＤＭ－ＲＳは
サービングセルのＣＲＳとＱＣＬ（ｑｕａｓｉ　ｃｏ－ｌｏｃａｔｅｄ）されていると仮
定する規則を定めることができる。
【０１２５】
　Ｂ）ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨに適用可能なパラメータ集合のうち、実際に適用されるパラメ
ータ集合を、ＲＲＣのような上位層信号を用いてＵＥにシグナリングすることができる。
これを受信したＵＥは、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨにはＲＲＣでシグナリングされたパラメータ
集合が適用されると仮定する。特に、このシグナリングは、ＳＰＳスケジューリング（設
定）を行いながら併せて送信することができる。
【０１２６】
　Ｃ）ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨに適用されるパラメータは、Ａ）で上述した通り、常にサービ
ングセルのものに従うようにしてもよいが、当該ＳＰＳをスケジューリングした制御チャ
ネルのものに従うようにしてもよい。言い換えれば、特定時点にＳＰＳを特定制御チャネ
ルでスケジューリングすると、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨに適用されるパラメータは、他の制御
チャネルが送信されてＳＰＳ設定を行うまでは、当該特定制御チャネルの送信に適用され
たパラメータに従う。例えば、ＰＤＣＣＨでＳＰＳスケジューリングされた場合は、ＰＤ
ＣＣＨのパラメータ、すなわち、サービングセルのパラメータに従うが、ＥＰＤＣＣＨで
ＳＰＳスケジューリングされた場合は、当該ＥＰＤＣＣＨ送信に用いられたパラメータに
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従うようにする。
【０１２７】
　Ｄ）ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨに適用されるパラメータは、当該ＳＰＳをスケジューリングし
た制御チャネルで指定することができる。言い換えれば、特定時点にＳＰＳを特定制御チ
ャネルでスケジューリングするとしたら、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨに適用されるパラメータは
、他の制御チャネルが送信されてＳＰＳ－ＰＤＳＣＨをスケジューリングするまでは、当
該特定制御チャネルで指定したパラメータに従う。上記Ｃ）において上記特定制御チャネ
ルに用いられたパラメータとＤ）において上記特定制御チャネルを介して送信される指示
子によって示されたパラメータとは異なってもよい。例えば、サービングセルのＣＲＳの
パラメータを用いて送信されるＰＤＣＣＨを介して隣接セルのＣＲＳパターンに従ってレ
ートマッチングを行うことが指示された場合、Ｄ）によれば、その後のＳＰＳ－ＰＤＳＣ
Ｈは、上記指示された隣接セルのＣＲＳパターンによってレートマッチングが行われなけ
ればならない。
【０１２８】
　Ｅ）ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨに適用されるパラメータは、２つ以上のＥＰＤＣＣＨが設定さ
れる場合、当該ＥＰＤＣＣＨのうちの特定ＥＰＤＣＣＨのものに従うと仮定する規則を定
めることもできる。例えば、ＵＥが２つ以上のＥＰＤＣＣＨ設定パラメータをＲＲＣを介
して受信すると、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨに適用されるパラメータは、常に最初のＥＰＤＣＣ
Ｈの設定パラメータに従うように約束されてもよい。
【０１２９】
　Ｆ）ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨに適用されるパラメータは、あらかじめ定められたものを用い
るようにすることもできる。このとき、当該パラメータはＥＰＤＣＣＨのそれと異なって
もよい。特に、この方式は、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨをスケジューリングしたチャネルがＰＤ
ＣＣＨかＥＰＤＣＣＨかにかかわらずに適用することができる。
【０１３０】
　Ｇ）ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨに適用されるパラメータは、動的ＰＤＳＣＨのパラメータにし
たがうようにすることもできる。動的ＰＤＳＣＨとは、互いに異なる２つ以上のパラメー
タ集合を用いて送信することができるＰＤＳＣＨであり、特定ＰＤＳＣＨに対していなか
るパラメータ集合が用いられたかは、ＰＤＣＣＨ又はＥＰＤＣＣＨから検出されるＤＣＩ
に含まれてＵＥに伝達される。このため、ＵＥは、ＤＣＩを解釈して、動的ＰＤＳＣＨで
適用されたパラメータを把握でき、ＵＥとｅＮＢ間には、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨに適用され
るパラメータが動的ＰＤＳＣＨのそれと同一であると仮定する規則を定めることができる
。
【０１３１】
　このような動作に関する情報は、あらかじめ定められた規則によって暗黙的に把握され
るようにしてもよく、或いはｅＮＢがＵＥに事前に定義されたシグナル（例えば、上位層
シグナル或いは物理層シグナル）を用いて知らせてもよい。また、ＳＰＳスケジューリン
グを行うスケジューリングメッセージの種類（例えば、ＤＣＩフォーマット）によってそ
れぞれ異なる方式が適用されてもよく、特に、ＰＤＳＣＨに適用されるパラメータを示す
指示子がスケジューリングメッセージに存在するか否かによって異なった動作方式が適用
されてもよい。
【０１３２】
　一例として、上記指示子が存在するスケジューリングメッセージでＳＰＳスケジューリ
ングが行われた場合には、上記のＤ）のような方法を用いるが、上記指示子が存在しない
スケジューリングメッセージが用いられた場合には、上記のＡ）、Ｂ）、又はＣ）などを
用いる。
【０１３３】
　また、ＰＤＳＣＨに適用される各種パラメータの一部は、互いに異なる方式によって決
定することもできる。例えば、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボルは、上記Ｃ）によって
、ＳＰＳをスケジューリングした制御チャネルのものを使用し、レートマッチングで仮定
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で仮定するＣＳＩ－ＲＳは、上記Ｂ）によって、ＲＲＣで事前にシグナリングされた一連
のパラメータを使用することもできる。特に、このような動作は、ＳＰＳスケジューリン
グメッセージに関連したパラメータに明示的な指示子がない場合に有用である。
【０１３４】
　さらにいうと、ＤＣＩフォーマット２Ｄと設定されたサブフレームにおいて、上記Ｄ）
によるＳＰＳ－ＰＤＳＣＨに適用されるパラメータを決定する方式を利用し、ＤＣＩフォ
ーマット０又は１Ａなどに設定されたサブフレームにおいて、上記Ｂ）によるＳＰＳ－Ｐ
ＤＳＣＨに適用されるパラメータを決定する方式を利用することができる。
【０１３５】
　一方、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置を決定する際、ＭＢＳＦＮサブフレーム
のようにＰＤＳＣＨの開始シンボルインデックスが最大２に設定されるように約束されて
いるサブフレームでは、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置はシンボル＃２に制約さ
れなければならない。例えば、ＲＲＣシグナリングによって設定されたＥＰＤＣＣＨの開
始シンボル位置のうち、大きい位置をＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置と仮定する
場合、その値が２よりも大きいときにはその値を使用し、そうでない（２よりも小さい）
ときにはシンボル＃２と仮定する。
【０１３６】
　これは、ＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置のうちの大きい位置をＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの
開始シンボル位置と仮定する場合だけでなく、上述した諸方法、すなわち、ＰＣＦＩＣＨ
に従う、ＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置のうちの小さい位置に従う、又は代表ＥＰＤＣ
ＣＨの開始シンボル位置に従う方法などのいずれにも適用することができる。
【０１３７】
　上述した方法の一部を次の表に比較してまとめる。ＵＥは、ＳＰＳ設定されたが、その
前に或いはその後に、ＥＰＤＣＣＨ開始シンボル位置情報を含むＥＰＤＣＣＨ設定パラメ
ータを受信しない（すなわち、ＥＰＤＣＣＨ設定がない）場合には、ＰＣＦＩＣＨで示す
値をＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置（インデックス）と仮定する（下表５で”１
”）。ＵＥは、ＳＰＳ設定された状態でＥＰＤＣＣＨ開始シンボル位置情報を受信したり
、又はＥＰＤＣＣＨ開始シンボル位置情報を受信した後にＳＰＳ設定されると、ＥＰＤＣ
ＣＨの開始シンボル位置をＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置と仮定する（次の表で
”２”）。仮に、２つ以上のＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置がそれぞれ異なると、ＳＰ
Ｓ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置は、２つの位置のうち、大きい値のものに従う（次の
表５で”３”）。ＭＢＳＦＮサブフレームの場合、２つ以上のＥＰＤＣＣＨの開始シンボ
ル位置情報を受信すると、そのうち、大きい値のものに従うが、この値が２よりも小さい
と、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置はシンボル＃２と仮定する（次の表で”４”
）。
【０１３８】
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【表５】

【０１３９】
　上述した一連の動作は、サブフレームの設定によって選択的に適用することもできる。
一例として、ＭＢＳＦＮサブフレームの場合には、ＤＭ－ＲＳベースにＳＰＳ－ＰＤＳＣ
Ｈが送信されるため、ＤＭ－ＲＳベースのＥＰＤＣＣＨ設定パラメータに基づく一連の方
法のうちの一方法を用いて、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置やレートマッチング
で仮定するＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳなどの情報を取得することができる。一方、非－ＭＢＳ
ＦＮサブフレームの場合には、ＣＲＳベースにＳＰＳ－ＰＤＳＣＨが送信されてもよく、
この場合には、ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置をサービングセルのＰＣＦＩＣＨ
から誘導したり隣接セルのＣＲＳに対してはレートマッチングを仮定しないなどの動作を
行うことができる。非－ＭＢＳＦＮサブフレームの場合にも、ＤＭ－ＲＳベースにＳＰＳ
－ＰＤＳＣＨが送信される場合には、ＤＭ－ＲＳベースのＥＰＤＣＣＨ設定パラメータに
基づく上記の一連の方法のいずれかを用いることもできる。
【０１４０】
　上述した諸実施例は、ＥＰＤＣＣＨの開始シンボルがＰＤＣＣＨ送信領域と重ならない
ことを前提とするものと理解できる。このような仮定がない場合には、ＳＰＳ－ＰＤＳＣ
Ｈの開始シンボル位置を決定する際、ＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置と、ＰＣＦＩＣＨ
によって送信される指示子から導出されるＰＤＳＣＨ開始シンボル位置を併せて考慮する
ことができる。例えば、表５の”３”の場合のような方式において、ＥＰＤＣＣＨの開始
シンボルインデックスよりも、ＰＣＦＩＣＨから導出されたＰＤＳＣＨ開始シンボルイン
デックスが大きいと、ＰＣＦＩＣＨから導出された値をＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シンボ
ル位置と決定することもできる。
【０１４１】
　一方、搬送波集成（Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ；ＣＡ）が設定された場
合、ＵＥは、特定サブフレームでＰＤＣＣＨとＥＰＤＣＣＨを同時にモニタリングするこ
とができる。例えば、ＣＣＳ（ｃｒｏｓｓ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）が
設定されたＵＥの場合、該ＵＥのＰＣｅｌｌのＰＤＳＣＨは、ＰＣｅｌｌで送信されるＥ
ＰＤＣＣＨによってスケジューリングされるが、ＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨは、ＰＣｅｌｌ
で送信されるＰＤＣＣＨによってＣＣＳされてもよい。このとき、ＰＣｅｌｌのＰＤＳＣ
Ｈの開始シンボル位置を決定するために、次のような方法を用いることができる。
【０１４２】
　ａ）ＥＰＤＣＣＨの開始シンボル位置を仮定する方法
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　該当のサブフレームを、ＵＥがＥＰＤＣＣＨをモニタリングすべきサブフレームと仮定
する方法であり、特に、ＰＣｅｌｌのＰＤＳＣＨは、ＥＰＤＣＣＨによってスケジューリ
ングされたため、スケジューリングチャネルの開始シンボル位置に従うものと見なすこと
ができる。
【０１４３】
　ｂ）ＰＣＦＩＣＨから誘導される開始シンボル位置を仮定する方法
　該当のサブフレームを、ＰＤＣＣＨにおいてＵＳＳ（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｓｅａ
ｒｃｈ　Ｓｐａｃｅ）をモニタリングするサブフレームと見なす方法である。特に、ＥＰ
ＤＣＣＨの開始シンボル位置がＲＲＣシグナリングされて設定される場合に、ＰＤＣＣＨ
領域と重なるように設定される場合はないとすれば、ＰＣＦＩＣＨから誘導される開始シ
ンボル位置は、ＥＰＤＣＣＨの開始シンボルインデックスより小さい又は等しい値を有す
るため、リソース活用面でより効率的であるといえる。
【０１４４】
　これは、特に、ＰＣｅｌｌのＰＤＳＣＨのスケジューリングにＰＣｅｌｌのＰＤＳＣＨ
の開始シンボル位置に対する明示的な指示子がない場合に有用である。上記指示子がある
場合には、列挙した上記方法の他、当該指示子で示した開始シンボル位置をＰＣｅｌｌの
ＰＤＳＣＨの開始シンボル位置と決定する方法も適用可能である。特に、ＳＣｅｌｌのＰ
ＤＳＣＨの場合にも、当該ＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨスケジューリングが明示的な指示子を
含むと、ＲＲＣで半－静的に定められた開始シンボル位置に優先して、上記指示子が示す
値をＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨの開始シンボル位置と決定することができる。
【０１４５】
　このとき、ＥＰＤＣＣＨ開始シンボル位置を含むＥＰＤＣＣＨ設定パラメータは、上位
層信号を介して設定されたり、又は、あらかじめ定められた値を用いると仮定した。上位
層信号がないと、ＥＰＤＣＣＨ開始シンボル位置はＰＣＦＩＣＨから導出されてもよい。
【０１４６】
　一方、ＣＣＳ設定されたＵＥは、ＰＣｅｌｌのＥＰＤＣＣＨにてＳＰＳ活性化（ａｃｔ
ｉｖａｔｉｏｎ）され、ＰＣｅｌｌのＳＰＳ－ＰＤＳＣＨがスケジューリングされてもよ
い。この場合にも、前述した搬送波集成が設定されていない場合に適用されるＳＰＳ－Ｐ
ＤＳＣＨ開始シンボル位置及び各種ＳＰＳ－ＰＤＳＣＨのパラメータを決定する方式はい
ずれもそのまま適用されてもよい。ただし、ＰＣｅｌｌのＳＰＳ－ＰＤＳＣＨの開始シン
ボル位置の場合、ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨをモニタリングすべきサブフレームにおいても、
ＳＣｅｌｌに対するＣＣＳのためにＰＤＣＣＨをモニタリングしてもよいため、ＥＰＤＣ
ＣＨの開始シンボル位置ではなくＰＣＦＩＣＨから導出される開始シンボル位置に従うと
約束する方式を用いることもできる。
【０１４７】
　一方、ＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨが、ＰＣｅｌｌで送信されるＰＤＣＣＨ或いはＥＰＤＣ
ＣＨによってＣＣＳされた場合に、ＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨの開始シンボルは、次のよう
に決定することができる。
【０１４８】
　ａ’）ＲＲＣでシグナリングされるＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨの開始シンボル位置に従う
。
【０１４９】
　ｂ’）ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨで送信されるＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨのスケジューリ
ングメッセージにＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨの開始シンボル位置に対する明示的な指示子が
含まれている場合、ＵＥは、上記指示子が示す開始シンボル位置に従う。この方法は、上
記スケジューリングメッセージがＰＤＣＣＨを介して送信されたかＥＰＤＣＣＨを介して
送信されたかに関係なく適用可能である。
【０１５０】
　ｃ’）ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨで送信されるＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨのスケジューリ
ングにＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨの開始シンボルに対する明示的な指示子が含まれていない
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場合、上記の方法Ａ）～Ｇ）のいずれかを用いてＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨの開始シンボル
位置又は／及びＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨに適用されるパラメータを決定することができる
。ただし、この場合には、ＲＲＣで設定されたＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨの開始シンボル位
置が存在するから、当該ＲＲＣによって指定された開始シンボル位置を用いるようにする
ことができる。
【０１５１】
　図１２は、本発明の実施例を実行する送信装置１０及び受信装置２０の構成要素を示す
ブロック図である。送信装置１０及び受信装置２０は、情報及び／又はデータ、信号、メ
ッセージなどを運ぶ有線及び／又は無線信号を送信又は受信できるＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ）ユニット１３，２３と、無線通信システム内の通信と関連した各種情
報を記憶するメモリ１２，２２と、ＲＦユニット１３，２３及びメモリ１２，２２の構成
要素と動作的に接続してこれらの構成要素を制御し、当該装置が前述の本発明の実施例の
少なくとも一つを実行するようにメモリ１２，２２及び／又はＲＦユニット１３，２３を
制御するように構成されたプロセッサ１１，２１をそれぞれ備える。
【０１５２】
　メモリ１２，２２は、プロセッサ１１，２１の処理及び制御のためのプログラムを格納
することができ、入／出力される情報を臨時記憶することができる。メモリ１２，２２が
バッファーとして活用されてもよい。プロセッサ１１，２１は、一般に、送信装置又は受
信装置内の各種モジュールの動作全般を制御する。特に、プロセッサ１１，２１は、本発
明を実行するための各種制御機能を果たすことができる。プロセッサ１１，２１をコント
ローラ（ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、マイクロコントローラ（ｍｉｃｒｏｃｏｎｔｒｏｌｌ
ｅｒ）、マイクロプロセッサ（ｍｉｃｒｏｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、マイクロコンピュータ
（ｍｉｃｒｏｃｏｍｐｕｔｅｒ）などと呼ぶこともできる。プロセッサ１１，２１は、ハ
ードウェア（ｈａｒｄｗａｒｅ）又はファームウェア（ｆｉｒｍｗａｒｅ）、ソフトウェ
ア、又はこれらの結合によって具現されてもよい。ハードウェアを用いて本発明を具現す
る場合は、本発明を実行するように構成されたＡＳＩＣｓ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰｓ（ｄｉｇｉｔａ
ｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、ＤＳＰＤｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａ
ｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＰＬＤｓ（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　
ｌｏｇｉｃ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　
ｇａｔｅ　ａｒｒａｙｓ）などがプロセッサ４００ａ，４００ｂに設けられてもよい。一
方、ファームウェアやソフトウェアを用いて本発明を具現する場合は、本発明の機能又は
動作を実行するモジュール、手順又は関数などを含むようにファームウェアやソフトウェ
アが構成されてもよい。本発明を実行できるように構成されたファームウェア又はソフト
ウェアは、プロセッサ１１，２１内に設けられたりメモリ１２，２２に格納されてプロセ
ッサ１１，２１によって駆動されてもよい。
【０１５３】
　送信装置１０におけるプロセッサ１１は、プロセッサ１１又はプロセッサ１１に接続し
ているスケジューラからスケジューリングされて外部に送信される信号及び／又はデータ
に対して所定の符号化（ｃｏｄｉｎｇ）及び変調（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）を行った後Ｒ
Ｆユニット１３に送信する。例えば、プロセッサ１１は、送信しようとするデータ列を逆
多重化、チャネル符号化、スクランブリング、及び変調などをしてＫ個のレイヤに変換す
る。符号化されたデータ列はコードワードとも呼ばれ、ＭＡＣ層が提供するデータブロッ
クである伝送ブロックと等価である。一伝送ブロック（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｂｌｏｃｋ
、ＴＢ）は一コードワードに符号化され、各コードワードは一つ以上のレイヤの形態で受
信装置に送信される。周波数アップ変換のためにＲＦユニット１３はオシレータ（ｏｓｃ
ｉｌｌａｔｏｒ）を含むことができる。ＲＦユニット１３はＮｔ個（Ｎｔは１以上の正の
整数）の送信アンテナを含むことができる。
【０１５４】
　受信装置２０の信号処理過程は、送信装置１０の信号処理過程の逆となる。プロセッサ



(32) JP 6243435 B2 2017.12.6

10

20

30

40

２１の制御下に、受信装置２０のＲＦユニット２３は送信装置１０から送信された無線信
号を受信する。ＲＦユニット２３は、Ｎｒ個の受信アンテナを含むことができ、ＲＦユニ
ット２３は受信アンテナから受信した信号のそれぞれを周波数ダウン変換して（ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　ｄｏｗｎ－ｃｏｎｖｅｒｔ）基底帯域信号に復元する。ＲＦユニット２３は
、周波数ダウン変換のためにオシレータを含むことができる。プロセッサ２１は、受信ア
ンテナから受信した無線信号に対する復号（ｄｅｃｏｄｉｎｇ）及び復調（ｄｅｍｏｄｕ
ｌａｔｉｏｎ）を行い、送信装置１０が本来送信しようとしたデータに復元することがで
きる。
【０１５５】
　ＲＦユニット１３，２３は一つ以上のアンテナを具備する。アンテナは、プロセッサ１
１，２１の制御下に、本発明の一実施例によって、ＲＦユニット１３，２３で処理された
信号を外部に送信したり、外部から無線信号を受信してＲＦユニット１３，２３に伝達す
る機能を果たす。アンテナはアンテナポートと呼ばれることもある。各アンテナは一つの
物理アンテナに該当したり、２以上の物理アンテナ要素（ｅｌｅｍｅｎｔ）の組合せによ
って構成されてもよい。各アンテナから送信された信号は受信装置２０によってそれ以上
分解されることはない。当該アンテナに対応して送信された参照信号（ｒｅｆｅｒｅｎｃ
ｅ　ｓｉｇｎａｌ、ＲＳ）は受信装置２０の観点で見たアンテナを定義し、チャネルが一
物理アンテナからの単一（ｓｉｎｇｌｅ）無線チャネルであるか、或いは当該アンテナを
含む複数の物理アンテナ要素（ｅｌｅｍｅｎｔ）からの合成（ｃｏｍｐｏｓｉｔｅ）チャ
ネルであるかに関係なく、受信装置２０にとって当該アンテナに対するチャネル推定を可
能にする。すなわち、アンテナは、該アンテナ上のシンボルを伝達するチャネルが同一ア
ンテナ上の他のシンボルが伝達される上記チャネルから導出されるように定義される。複
数のアンテナを用いてデータを送受信する多重入出力（Ｍｕｌｔｉ－Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌ
ｔｉ－Ｏｕｔｐｕｔ、ＭＩＭＯ）機能を支援するＲＦユニットの場合は２個以上のアンテ
ナに接続されてもよい。
【０１５６】
　本発明の実施例において、ＵＥが上りリンクでは送信装置１０として動作し、下りリン
クでは受信装置２０として動作する。本発明の実施例において、ｅＮＢが上りリンクでは
受信装置２０として動作し、下りリンクでは送信装置１０として動作する。
【０１５７】
　上記の送信装置１０及び／又は受信装置２０は、上述した本発明の実施例のうちの少な
くとも１つ又は２つ以上の実施例の組合せを実行することができる。
【０１５８】
　上述したように開示された本発明の好適な実施例に関する詳細な説明は、当業者が本発
明を具現して実施し得るように提供された。以上では本発明の好適な実施例を参照して説
明したが、当該技術の分野における熟練した者には、添付の特許請求の範囲に記載された
本発明を様々に修正及び変更できるということが理解できる。したがって、本発明はここ
に示した実施の形態に制限されるものではなく、ここに開示された原理及び新規な特徴と
一致する最も広い範囲を付与するためのものである。
【産業上の利用可能性】
【０１５９】
　本発明は、端末、リレー、基地局などのような通信装置に利用可能である。
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